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一
　
は
じ
め
に

　
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
中
国
の
制
憲
過
程
に
対
し
、
大
日
本
帝
国
憲
法
、
お
よ
び
そ
の
下
に
展
開
し
た
日
本
の
憲
法

学
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。「
国
体
」
や
「
統
治
権
」
と
い
っ
た
、
現
代
の
中
国
憲
法
お
よ
び
憲
法
学
に
お
い
て
当
然
の
如
く
に
用
い

ら
れ
て
い
る
基
本
概
念
も
ま
た
、
そ
の
時
に
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
事
実
は
現
在
、
日
中
の
憲
政
史
研
究

者
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
一
方
で
、
日
本
の
法
の
近
代
化
過
程
に
お
い
て
も
、
未
知
の
西
洋
法
概
念
の
翻
訳
に
際
し
、
中
国
で
進
め
ら
れ
て
い
た
漢
訳
文
を

大
い
に
参
照
し
て
、
新
た
な
法
律
専
門
用
語
を
鋳
造
し
た
。
い
わ
ば
、
近
代
日
中
両
国
間
に
は
、
法
律
用
語
の
「
循
環
」
な
い
し
は
「
連

鎖
」
と
表
現
し
得
る
現
象
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
、
近
年
分
析
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
主
に
言
語
学
的
な
視
点
か
ら
の
分
析
で

あ
）
1
（
り
、
個
別
の
分
野
に
特
化
さ
れ
な
い
一
般
的
な
文
脈
で
の
法
用
語
の
移
転
と
受
容
に
着
目
）
2
（
し
、
な
る
ほ
ど
幾
つ
か
の
憲
法
用
語
が
分
析

の
対
象
と
さ
れ
て
は
き
た
）
3
（

が
、
憲
法
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
築
の
役
割
を
果
た
し
た
基
本
概
念
に
つ
い
て
は
殆
ど
考
察
を
及
ぼ
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
そ
れ
ら
の
基
本
概
念
と
そ
の
用
語
表
現
こ
そ
が
、
近
代
日
中
両
国
の
憲
法
制
定
に
強
い
関
連
性
を
生
み
出

し
た
と
考
え
て
い
る
。

　
岩
谷
十
郎
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
近
代
日
本
の
法
整
備
と
法
典
編
纂
の
過
程
で
は
、「
立
法
面
に
お
い
て
も
学
説
面
に
お
い
て
も
、
他

者
で
あ
る
西
洋
の
モ
デ
ル
を
前
に
、
か
つ
ま
た
そ
れ
を
自
ら
の
内
に
取
り
込
み
つ
つ
、「
日
本
法
」
を
構
築
し
ゆ
く
中
に
、「
法
に
お
け
る

『
日
本
』
な
い
し
『
日
本
性
』」
と
い
う
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
模
索
、
と
い
っ
た
日
本
法
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
論
議
」
が
強
力

に
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
）
4
（
た
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
主
体
性
」
は
、
近
代
中
国
の
法
律
理
論
の
構
築
と
法
典
編
纂
の
実
践
に
も
現

れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
を
含
む
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
今
日
の
法
学
研
究
に
お
い
て
、「
法
律
や
制
度
を
（
外
国
か
ら
）
学
習
す
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る
に
つ
い
て
は
、
社
会
と
歴
史
の
文
脈
か
ら
離
れ
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
的
を
射
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
各
国
共
通
の

難
題
は
対
象
外
に
置
か
れ
る
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
時
と
場
所
の
条
件
の
下
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
事
柄
も
配
慮
の
対
象
外
に
置
か
れ
て

し
ま
う
。
も
と
よ
り
そ
の
国
特
有
の
個
別
的
問
題
の
た
め
に
作
ら
れ
た
法
律
、
制
度
、
原
則
は
（
学
習
す
る
側
か
ら
は
）
模
範
解
答
と
な

り
、
信
条
と
な
り
、
せ
い
ぜ
い
推
測
と
演
繹
を
僅
か
に
加
え
る
だ
け
で
、
厳
格
に
守
り
従
う
べ
き
教
条
と
な
）
5
（
る
」。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、
近
代
東
ア
ジ
ア
の
憲
法
の
成
立
過
程
で
登
場
し
た
基
本
概
念
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
独
自
の
憲
法
や
憲
政
の
特
徴
を
再
び
研
究
す
る

必
要
性
は
、
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、「
主
権
」
と
「
統
治
権
」、「
国
体
」
と
「
政
体
」
の
二
組
の
基
本
的
な
対
概
念
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
研
究
対
象
と
す
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
用
語
の
創
成
と
連
鎖
の
ル
ー
ト
を
整
理
し
、
次
に
明
治
日
本
の
憲
法
成
立
過
程
に
お
け
る
、
如
上
の
憲
法
上
の
基
本
概

念
が
持
つ
意
義
と
そ
れ
ら
が
果
た
し
た
役
割
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
中
国
の
諸
憲
法
及
び
草
案
、
綱
領
に
現
れ
た
基
本
概
念
の
背
景
に
あ

る
思
想
的
淵
源
を
検
討
し
、
最
後
に
近
代
中
国
が
如
何
に
こ
れ
ら
の
用
語
表
現
を
受
容
し
て
発
展
さ
せ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
　
明
治
日
本
を
介
し
て
の
憲
法
概
念
の
創
成
と
伝
播

　
本
章
は
、
ま
ず
訳
語
創
成
の
視
座
か
ら
上
述
の
四
つ
の
憲
法
基
本
概
念
の
歴
史
的
淵
源
を
考
察
し
て
、
次
に
日
本
で
作
ら
れ
た
こ
れ
ら

の
概
念
を
中
国
が
継
受
す
る
に
至
っ
た
経
緯
や
そ
の
動
機
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

㈠
　
近
代
東
ア
ジ
ア
の
憲
法
基
本
概
念
の
淵
源

1　

明
治
維
新
期
の
法
律
用
語
の
翻
訳
と
創
成

　
日
本
は
、
中
世
期
に
至
る
ま
で
多
く
の
漢
語
の
語
彙
を
受
容
し
た
が
、
こ
の
時
期
は
ま
だ
「
漢
籍
に
あ
る
既
成
語
の
変
用
、
或
い
は
誤
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用
）
6
（

」
に
留
ま
っ
た
時
代
と
さ
れ
、
漢
字
を
用
い
て
新
語
を
作
出
す
る
意
識
は
ま
だ
な
か
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
幕
府

は
朱
子
学
を
代
表
と
す
る
宋
王
朝
の
儒
学
を
導
入
し
た
が
、「
中
国
伝
来
の
語
彙
だ
け
で
充
分
で
あ
り
、
新
語
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な

か
っ
）
7
（
た
」
と
い
う
。
漢
字
を
用
い
た
新
造
語
の
創
成
の
契
機
は
、「
蘭
学
の
勃
）
8
（
興
」
に
あ
り
、『
解
体
新
）
9
（
書
』
と
『
重
訂
解
体
新
）
10
（
書
』
は
そ

の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
翻
訳
作
業
は
今
で
い
う
自
然
科
学
の
分
野
で
行
わ
れ
た
が
、
そ
こ
で
展
開
し
た
訳
語
を
創
成
す
る
方

法

―
翻
）
11
（

訳
、
義
）
12
（

訳
、
音
）
13
（

訳

―
は
、「
江
戸
後
期
と
明
治
以
降
の
西
洋
知
識
を
体
系
的
に
受
け
入
れ
る
準
）
14
（

備
」
と
な
っ
た
。
法
律
用
語

を
創
成
し
た
明
治
初
期
の
啓
蒙
者
た
ち
は
、「
完
全
に
蘭
学
の
学
殖
を
継
承
し
）
15
（
た
」
の
で
あ
）
16
（
る
。

　
日
本
に
お
け
る
法
律
用
語
の
翻
訳
に
お
い
て
は
、
津
田
真
道
、
西
周
、
加
藤
弘
之
、
箕
作
麟
祥
ら
が
活
躍
す
）
17
（

る
。
前
三
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
『
泰
西
国
法
）
18
（
論
』、『
万
国
公
）
19
（
法
』、『
立
憲
政
体
）
20
（
略
』
な
ど
を
著
し
た
が
、
体
系
的
に
法
律
用
語
の
翻
訳
が
始
ま
っ
た
の
は
、
明
治
二

（
一
八
六
九
）
年
に
始
ま
る
箕
作
麟
祥
に
よ
る
『
仏
蘭
西
法
律
書
』
の
刊
行
以
降
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
西
洋
法
の
概
念

は
理
解
し
難
く
、
辞
書
や
教
え
る
者
も
な
く
、「
漢
学
者
に
聞
け
と
も
答
ふ
る
）
21
（
者
」
も
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
明
治
政
府
は
、
フ
ラ
ン
ス

人
ジ
ュ
・
ブ
ス
ケ
（Albert Charles D
u Bousquet

、
一
八
三
七
〜
一
八
八
二
）
の
周
旋
に
よ
り
、
法
学
者
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ブ
ス
ケ

（G
eorges H

ilaire Bousquet

、
一
八
四
六
〜
一
九
三
七
）
を
日
本
に
招
聘
）
22
（
し
、
呉
服
橋
司
法
省
構
内
に
預
け
た
。
箕
作
は
間
も
な
く
そ
の
隣

に
引
っ
越
し
て
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ブ
ス
ケ
に
教
え
を
請
い
、
遂
に
『
仏
蘭
西
法
律
書
』
を
完
成
さ
せ
）
23
（

た
。
そ
れ
を
見
る
と
、
日
本
や
中
国

の
古
典
籍
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
た
言
葉
が
法
律
用
語
の
「
大
半
を
占
め
て
い
）
24
（
る
」
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
用
語
は
主
に
「
箕
作
麟

祥
自
身
が
新
た
に
語
を
作
る
、
或
い
は
古
か
ら
存
在
し
て
い
る
語
を
転
用
し
て
、
法
律
用
語
へ
当
て
嵌
）
25
（

め
」
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
明
治
一
〇
年
代
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
か
つ
て
は
外
国
語
の
教
科
書
を
用
い
て
外
国
語
で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
法
律
学
も
次
第

に
日
本
語
を
用
い
た
講
義
が
、
私
立
法
律
学
校
の
隆
盛
と
と
も
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
同
一
六
年
、

日
本
の
法
律
用
語
の
不
足
を
痛
感
し
た
穂
積
八
束
、
宮
崎
道
三
郎
、
土
方
寧
ら
は
東
京
九
段
下
に
あ
る
玉
川
堂
で
法
律
学
語
選
定
会
を
開

催
し
、
週
に
一
回
の
頻
度
で
、
法
律
用
語
を
め
ぐ
っ
て
討
論
を
行
っ
た
。
同
時
に
、
東
京
大
学
法
学
部
で
は
別
課
を
開
設
し
て
、
日
本
語
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に
よ
る
法
律
の
講
義
が
行
わ
れ
て
ゆ
く
。
穂
積
陳
重
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
て
日
本
語
で
の
授
業
が
広
が
る
に
つ
れ
、
同
二
〇
年
頃
、
日
本

語
の
法
律
用
語
は
大
体
完
成
し
、
さ
ら
に
日
本
法
典
の
制
定
や
施
行
に
伴
い
、
日
本
語
に
よ
る
法
律
学
の
講
義
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
と

さ
れ
）
26
（
る
。

2　

近
代
日
本
の
憲
法
基
本
概
念
の
四
つ
の
淵
源

　
そ
こ
で
憲
法
分
野
に
お
け
る
法
律
用
語
の
成
立
に
目
を
転
じ
る
な
ら
ば
、
他
の
法
分
野
と
同
様
、
西
洋
語
原
典
の
翻
訳
は
漢
語
を
中
心

と
す
る
方
針
が
貫
か
れ
た
。
そ
の
結
果
、
訳
語
と
し
て
の
憲
法
用
語
は
、
ま
ず
は
、
借
用
語
、
転
用
語
、
新
造
）
27
（

語
の
主
に
三
つ
に
分
類
さ

れ
得
よ
う
。

　
①
借
用
語

　
借
用
語
と
は
、
漢
語
訳
語
か
ら
借
用
し
た
言
葉
で
あ
り
、
西
洋
に
お
け
る
概
念
が
既
に
中
国
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

こ
こ
で
強
調
す
べ
き
は
、
日
米
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
た
後
、
中
国
人
や
中
国
に
い
る
宣
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
西
洋
の
著
作

が
日
本
に
流
布
し
、
そ
の
中
で
使
わ
れ
た
訳
語
が
直
接
日
本
で
も
使
用
さ
れ
た
（
本
稿
が
検
討
す
る
「
主
権
」
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
）。
し

か
し
、
多
く
の
中
国
語
学
者
は
、
日
清
戦
争
以
降
の
日
本
由
来
の
法
律
用
語
を
重
視
し
て
い
る
が
、「（
そ
れ
ら
の
用
語
は
）
日
本
語
か
ら

借
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
た
が
、
実
際
に
は
多
く
の
用
語
は
ま
ず
中
国
か
ら
日
本
に
流
布
さ
れ
、
そ
し
て
再
び
日
本
か
ら
中
国
に
循
環
し
た

も
の
で
あ
る
」
と
の
注
目
す
べ
き
事
実
を
指
摘
し
て
い
）
28
（

る
。

　
②
転
用
語

　
転
用
語
と
は
、
古
典
中
国
語
か
ら
転
用
さ
れ
た
用
語
で
あ
り
、
そ
の
本
来
の
表
記
と
意
味
で
西
洋
の
概
念
が
翻
訳
さ
れ
る
場
合
も
あ
る

が
、
こ
の
一
方
で
、
表
記
の
み
を
借
り
て
、
意
味
は
も
っ
ぱ
ら
西
洋
の
概
念
語
義
に
沿
わ
せ
て
訳
す
場
合
も
あ
る
。
後
述
す
る
「
政
体
」

は
こ
の
後
者
の
類
に
属
し
て
い
る
。
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③
新
造
語
（
和
製
語
）

　
新
造
語
は
同
時
に
、
和
製
語
と
称
し
、「
和
製
新
義
語
」
と
「
和
製
新
出
）
29
（

語
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
中
国
の
古
典
籍
用
例
が

見
当
た
ら
ず
、
日
本
人
に
よ
る
西
洋
近
代
法
の
翻
訳
を
通
じ
て
近
代
法
上
の
新
義
に
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
中
国
の
古
典

籍
に
用
例
が
見
当
た
ら
ず
、
西
洋
近
代
法
の
日
本
語
の
訳
書
に
初
め
て
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
転
用
語
と
借
用
語
の
表
記
は

共
に
中
国
の
古
典
籍
に
由
来
す
る
の
に
対
し
て
、
和
製
語
は
漢
字
で
中
国
の
古
典
籍
に
用
例
の
な
い
用
語
を
創
造
し
て
、
西
洋
的
な
語
義

を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
憲
法
で
初
め
て
登
場
し
た
「
統
治
権
」
は
代
表
的
な
新
造
語
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
憲
法
で
用
い
ら
れ
る
基
本
概
念
を
表
す
用
語
は
、
一
般
法
律
用
語
の
西
洋
語
由
来
の
翻
訳
を
介
し
て
成
立
し
た
経
緯
と
は

異
な
る
淵
源
を
有
す
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
を
本
稿
で
は
、
固
有
語
と
し
て
の
憲
法
用
語
と
把
握
し
、
第
四
の
淵
源
と
し
て
こ
こ
に
提
示
し

て
お
き
た
い
。

　
④
固
有
語

　
固
有
語
と
し
て
の
基
本
概
念
と
は
、「
西
洋
に
は
用
例
な
き
日
本
独
特
の
）
30
（

語
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
代
表
例
は
、

「
国
体
」
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
西
洋
語
起
源
の
翻
訳
語
と
し
て
の
借
用
語
、
転
用
語
、
和
製
語
と
は
異
な
り
、

古
来
の
日
本
語
に
起
源
を
有
す
る
固
有
語
の
場
合
は
、
逆
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
言
語
と
の
対
応
関
係
の
中
で
一
対
一
訳
語
を
見
出
せ
ず
、
そ

の
翻
訳
の
有
様
は
多
種
多
様
と
な
っ
た
。

　
上
記
四
つ
の
憲
法
基
本
概
念
（
国
体
、
政
体
、
主
権
、
統
治
権
）
の
意
味
と
そ
の
近
代
東
ア
ジ
ア
で
の
展
開
を
、
本
稿
の
第
二
章
と
第
三

章
で
検
討
す
る
。
そ
の
前
に
、
日
本
で
生
ま
れ
た
こ
れ
ら
の
憲
法
基
本
概
念
が
近
代
中
国
へ
流
入
す
る
過
程
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
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㈡
　
憲
法
の
基
本
概
念
の
近
代
中
国
へ
の
流
入

1　

日
清
戦
争
前
の
中
国
の
憲
法
用
語
の
翻
訳
と
創
成
の
状
況

　
日
清
戦
争
を
境
と
し
て
、
中
国
は
学
ぶ
対
象
を
欧
米
か
ら
日
本
に
変
え
、
科
学
技
術
の
み
な
ら
ず
種
々
の
社
会
制
度
を
も
学
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
数
多
く
の
法
律
用
語
が
日
本
か
ら
中
国
に
流
入
し
た
。
し
か
し
、
中
国
に
お
け
る
憲
法
用
語
の
翻
訳
は
、
実
は

ア
ヘ
ン
戦
争
の
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

　
中
国
で
は
ア
ヘ
ン
戦
争
ま
で
、
西
洋
の
宣
教
師
た
ち
が
西
洋
の
法
律
用
語
を
漢
訳
す
る
任
を
担
っ
た
。
一
七
世
紀
、
イ
タ
リ
ア
宣
教
師

ア
レ
ニ
ー
（G

iulios Aleni

、
一
五
八
二
〜
一
六
四
九
）
は
自
著
『
職
外
方
紀
』
に
お
い
て
、「Senate

」
を
「
天
理
）
31
（

堂
」
と
訳
し
た
。
清
国

政
府
の
禁
教
令
を
経
た
後
の
一
九
世
紀
中
葉
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
宣
教
師
モ
リ
ソ
ン
（Robert M

orrison

、
一
七
八
二
〜
一
八
三
四
）
は
中
国

に
来
て
、
中
国
史
上
初
の
漢
英
辞
書

―
『
華
英
字
）
32
（
典
』
を
編
纂
し
た
。
モ
リ
ソ
ン
は
、
西
洋
の
法
律
用
語
を
中
国
語
の
短
文
説
明
文
と

し
て
翻
訳
し
た
。
例
え
ば
、「Absolute

」
が
「
凡
事
己
為
主
的
権
柄
」
に
、「G

overnm
ent

」
が
「
国
政
之
事
、
衙
門
之
事
」
に
訳
さ

れ
た
。
ド
イ
ツ
の
宣
教
師
グ
ツ
ラ
フ
（Karl Friedrich August G

utzlaff

　
一
八
〇
三
〜
一
八
五
一
）
が
創
刊
し
た
雑
誌
『
東
西
洋
考
』
で
は
、

多
く
の
欧
米
の
政
治
・
法
律
用
語
、
例
え
ば
「Juror
」
は
「
副
審
良
）
33
（

民
」
に
、「Parliam

ent

」
は
「
国
政
公
）
34
（

会
」
に
訳
さ
れ
た
。

　
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
、
日
増
し
に
繁
雑
化
す
る
国
家
間
の
交
際
に
応
じ
て
、
西
洋
社
会
の
状
況
の
紹
介
と
、
西
洋
の
国
際
法
の
漢
訳
の
必

要
性
が
、
差
し
迫
っ
た
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。
国
際
法
が
漢
訳
さ
れ
る
過
程
で
、「Sovereignty

」
が
公
式
に
「
主
権
」
に
訳
さ
れ
た
。

後
に
、
明
治
日
本
に
流
入
し
た
「
主
権
」
に
は
憲
法
的
意
義
が
付
与
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
こ
で
指
摘
お
き
た

い
の
は
、
最
初
に
国
際
法
の
漢
訳
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
広
州
で
ア
ヘ
ン
の
禁
煙
運
動
を
行
っ
た
林
則
徐
で
あ
る
。
林
は
、
ス
イ
ス
人
法

学
者
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
（Em

m
erich de Vattel

、
一
七
一
四
〜
一
七
六
七
）
が
著
し
た
国
際
法
著
作
『The Law

 of N
ations

』
の
一
部
分
を
漢

訳
し
、『
各
国
律
例
』
と
名
付
け
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
人
の
宣
教
師
丁
韙
良
（M

artin W
illiam

 Alexander Parsons

、
一
八
二
七
〜
一
九
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一
六
）
が
ウ
ィ
ー
ト
ン
（H

enry W
heaton

、
一
八
七
五
〜
一
八
四
八
）
の
『Elem

ents of International Law

』
を
『
万
国
公
法
』
と
題
し

て
漢
訳
し
）
35
（

た
。
こ
の
『
万
国
公
法
』
は
刊
行
さ
れ
た
一
八
六
四
年
の
翌
年
、
早
く
も
日
本
に
導
入
さ
れ
、
同
時
に
数
多
く
の
漢
訳
法
律
用

語
も
日
本
に
移
入
さ
れ
た
。
日
清
戦
争
前
の
国
際
法
に
関
す
る
著
）
36
（
作
の
漢
訳
は
、
漢
字
圏
国
家
の
法
律
用
語
の
創
成
過
程
に
お
い
て
中
国

が
果
た
し
た
大
き
な
業
績
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
漢
訳
洋
書
を
介
し
た
西
洋
学
問
の
摂
取
は
、
一
九
世
紀
八
〇
年
代
末
期
ま
）
37
（
で
続
い
た
。

2　

日
清
戦
争
以
降
に
お
け
る
日
本
憲
法
の
基
本
概
念
の
受
容
過
程

　
日
清
戦
争
は
「
日
中
両
国
の
近
代
化
の
成
果
を
試
）
38
（

す
」
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
が
勝
利
を
収
め
た
後
、
中
国
人
の
日
本
観
は
根
本
的
に

変
わ
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
即
ち
、「
国
家
の
富
強
を
図
る
為
に
西
洋
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
西
洋
に
学
ぶ
為
に
日
本
の
経
験
を
学
ぶ
べ
き

で
あ
）
39
（
る
」
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
「
日
本
の
経
験
」
の
一
連
の
模
倣
は
、
近
代
法
制
の
整
備
、
学
制
改
革
、
官
制
改
革
、
そ
れ
に

憲
法
制
定
を
含
む
憲
政
秩
序
の
構
築
、
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
事
業
の
過
程
で
進
め
ら
れ
た
。

　
日
本
を
参
考
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
当
時
の
清
国
政
府
の
重
臣
で
あ
っ
た
張
之
洞
は
『
勧
学
篇
』
で
、
地
理
的
に
近
い
た
め
、
①
多

く
の
学
生
を
派
遣
で
き
、
②
視
察
が
容
易
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
③
日
本
語
は
中
国
語
に
似
て
お
り
理
解
し
や
す
い
こ
と
、
④
西
洋
の
学
問

は
煩
雑
だ
が
、
日
本
で
は
既
に
そ
の
不
要
部
分
を
取
り
去
っ
て
始
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
の
四
つ
の
理
）
40
（

由
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え

て
、「
西
洋
の
言
語
を
学
べ
ば
、
効
果
が
顕
れ
る
の
は
遅
い
が
効
用
は
博
く
な
る
の
で
、
ま
だ
官
職
に
就
い
て
い
な
い
若
者
が
行
う
べ
き

で
あ
る
。
西
洋
の
書
物
を
翻
訳
す
れ
ば
、
成
果
は
す
ぐ
挙
が
り
効
用
も
早
く
顕
れ
る
の
で
、
官
界
で
働
い
て
い
る
壮
年
者
が
行
う
べ
き
で

あ
る
。
東
洋
（
＝
日
本
）
語
を
学
び
東
洋
の
著
作
を
訳
せ
ば
、
成
果
は
す
ぐ
に
挙
が
り
、
効
用
も
大
き
い
。
そ
の
た
め
、（
洋
の
東
西
を
問

わ
ず
）
外
国
人
に
師
事
す
る
よ
り
、
外
国
の
言
語
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
西
洋
の
本
よ
り
東
洋
の
本
を
訳
す
べ
き
で
あ
）
41
（
る
」
と
い
う
考
え

も
あ
っ
た
。
同
様
の
こ
と
は
後
の
清
国
維
新
派
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
梁
啓
超
も
、「
英
語
を
学
ぶ
者
は
五
、
六
年
学
ん
で
も
、
未
熟

な
点
が
多
々
あ
り
、
政
治
学
、
資
生
学
、
智
学
、
群
学
な
ど
の
本
を
読
め
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
語
を
学
ぶ
者
は
、
数
日
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で
少
し
、
数
ヶ
月
で
大
い
に
そ
れ
が
上
達
し
、
日
本
の
学
問
を
全
て
習
得
で
き
る
。
世
の
中
に
こ
れ
ほ
ど
速
い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」

と
述
べ
て
い
）
42
（

る
。

　
日
本
を
模
倣
の
対
象
と
し
、
日
本
へ
の
留
学
の
気
運
が
高
ま
る
と
、
日
清
戦
争
後
の
一
八
九
六
年
か
ら
一
九
一
一
年
の
清
国
滅
亡
ま
で

の
間
に
、
中
国
で
は
大
体
一
〇
一
四
）
43
（
部
の
日
本
語
の
著
作
が
中
国
語
に
訳
さ
れ
、
同
時
期
の
漢
訳
西
洋
著
書
の
総
和
を
超
え
る
勢
い
と

な
っ
）
44
（

た
。
こ
の
漢
訳
日
本
語
著
書
の
輸
入
に
よ
り
、
日
本
で
作
ら
れ
た
多
く
の
専
門
用
語
が
中
国
に
継
受
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
近
代
中
国
の
思
想
家
で
あ
る
王
国
維
は
、
一
九
〇
五
年
に
『
新
学
語
の
輸
入
に
つ
い
て
』
を
著
し
た
。
王
に
よ
る
と
、
日
清
戦
争
前
に

輸
入
さ
れ
た
新
用
語
は
科
学
技
術
に
関
す
る
も
の
が
多
い
た
め
、
思
想
的
に
は
大
き
な
影
響
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
日
清

戦
争
後
は
、
多
く
の
哲
学
的
思
想
的
意
味
を
持
っ
た
用
語
が
日
本
を
介
し
て
中
国
に
輸
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
日
本
を
真
似
て
国
家
の
富
強

を
図
る
た
め
に
、「
新
た
な
用
語
を
増
や
」
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
）
45
（
た
。
厳
復
ら
も
新
し
い
用
語
を
作
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
「
良
く
な
い

も
の
が
多
」
く
、「
少
し
外
国
語
が
分
か
る
我
々
の
目
か
ら
す
れ
ば
、
厳
の
翻
訳
よ
り
原
文
を
見
た
方
が
分
か
り
易
い
」
と
批
評
さ
れ
）
46
（
た
。

そ
し
て
、
日
本
人
が
作
っ
た
用
語
は
、「
数
十
名
の
学
者
の
考
究
と
数
十
年
の
議
論
を
重
ね
）
47
（

た
」
も
の
な
の
で
、「
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
）
48
（
か
」
と
、
王
は
述
べ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
の
下
、
清
国
の
法
制
改
革
を
司
る
瀋
家
本
も
、「
今
日
の
法
律
用
語
は
、
西

洋
に
生
じ
て
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
）
49
（

る
」
と
し
た
。

　
日
本
の
法
律
用
語
の
継
受
と
日
本
を
模
倣
し
た
憲
法
制
定
運
動
の
展
開
に
伴
い
、
日
本
の
憲
法
の
基
本
概
念
も
考
察
大
臣
ら
の
「
日
本

考
察
」
と
留
日
学
生
の
翻
訳
を
経
て
中
国
に
輸
入
さ
れ
た
。
以
下
、
そ
の
憲
法
の
基
本
概
念
の
日
中
両
国
に
お
け
る
連
鎖
と
そ
の
後
の
発

展
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
し
て
み
よ
う
。
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三
　
明
治
日
本
に
お
け
る
憲
法
の
基
本
概
念

　
本
章
で
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
に
お
い
て
成
立
し
た
四
つ
の
基
本
概
念
で
あ
る
、「
主
権
」、「
統
治
権
」、「
国
体
」、「
政
体
」
の
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
、
前
章
で
提
示
し
た
淵
源
を
尋
ね
た
う
え
で
、
近
代
憲
法
用
語
と
し
て
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
生
成
し
た
の
か
、

検
討
し
て
み
た
い
。

㈠
　
国
体
：
固
有
語
と
し
て
の
基
本
概
念

　
国
体
理
論
は
戦
前
の
極
め
て
国
家
主
義
的
な
思
想
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
戦
後
日
本
の
憲
法
学
に
お
い
て
は
排
除
さ
れ
、
現
代
に

お
い
て
も
学
説
と
し
て
そ
れ
を
正
当
に
評
価
す
る
学
者
は
い
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の
近
代
化
は
、
確
か
に
「
半
儒
教
的
な
徳
川
体
制
か

ら
脱
皮
し
、
社
会
を
再
儒
教
化
す
る
過
）
50
（

程
」
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
日
本
の
近
代
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
根
本
基
盤
と
し
て
「
国
体
」
が

一
定
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
国
体
と
政
体
の
区
分
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
国
家
形
態
に
よ
る
分
類

の
二
元
化
基
）
51
（
準
が
形
成
さ
れ
）
52
（
た
」。

　
中
国
古
典
漢
籍
に
お
い
て
、
国
体
は
よ
く
現
れ
る
。
正
史
と
し
て
の
二
十
五
）
53
（

史
の
中
だ
け
で
も
、
二
〇
〇
回
近
く
登
場
す
る
。
古
代
中

国
で
は
、
国
体
は
主
に
以
下
の
三
つ
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
第
一
に
、
国
家
の
根
本
的
事
柄
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
『
漢

書
』
に
お
け
る
、「
儒
林
之
官
、
四
海
淵
源
、
皆
宜
明
於
古
今
、
温
故
知
新
、
通
達
国
）
54
（

体
」、「
澣
本
非
負
恩
、
以
母
年
八
十
、
急
於
省
覲

致
罪
。
且
澣
富
於
文
学
、
方
今
少
有
倫
比
、
若
留
掌
詞
命
、
可
以
增
光
国
）
55
（
体
」
な
ど
で
あ
る
。
第
二
に
、
国
体
は
、
国
家
の
政
権
組
織
ま

た
は
国
家
政
治
構
造
に
関
わ
る
事
務
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、「
帝
王
所
重
者
国
体
、
所
切
者
人
）
56
（

情
」、「
外
国
相
侵
、
有
司
檄
諭
之
足
矣
、

無
労
遣
使
。
萬
一
抗
令
、
則
虧
損
国
体
、
問
罪
興
師
、
後
患
滋
）
57
（

大
」、「
外
府
内
帑
、
均
為
有
司
。
今
使
外
府
滞
商
人
、
而
内
帑
乘
急
以
牟
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利
、
至
傷
国
）
58
（
体
」
な
ど
で
あ
る
。
第
三
に
、
国
体
は
、
国
家
の
外
的
体
面
を
表
す
。
そ
の
代
表
的
用
例
は
、「
今
西
園
売
葵
菜
、
藍
子
、

雞
、
面
之
屬
、
虧
敗
国
体
、
貶
損
令
）
59
（

問
」、「
此
非
上
服
用
、
未
為
過
侈
。
將
來
外
国
朝
会
、
殿
宇
壯
観
、
亦
国
体
）
60
（

也
」
で
あ
る
。

　
中
国
語
の
用
例
と
異
な
り
、
日
本
古
典
籍
に
見
る
国
体
の
表
れ
方
は
漢
籍
を
源
と
す
る
が
、
も
と
の
意
味
と
は
全
く
異
な
る
使
用
と
な

る
。
例
え
ば
、『
古
事
記
』
中
の
「
高
天
の
神
王
高
御
魂
命
の
皇
御
孫
命
に
天
の
下
大
八
島
国
事
避
さ
し
ま
つ
り
し
時
に
出
雲
の
臣
等
が

遠
つ
神
天
の
ほ
ひ
の
命
を
、
国
体
見
に
遣
わ
し
し
…
）
61
（

…
」
を
取
り
上
げ
よ
う
。
こ
こ
に
言
う
国
体
は
、「
国
土
の
形
・
様
子
、
国
ぶ
）
62
（

り
」

を
示
し
、
後
に
英
語
の
「form

 of state

」
と
ド
イ
ツ
語
の
「Staatsf

）
63
（

orm

」
に
相
当
す
る
と
理
解
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
国
体
が
一
般
用

語
と
し
て
使
わ
れ
る
時
期
は
神
儒
一
）
64
（

致
の
江
戸
中
期
で
あ
）
65
（

る
。
こ
の
時
期
に
語
ら
れ
る
国
体
は
江
戸
期
の
国
学
と
融
合
し
て
、「
日
本
国

内
に
幕
府
と
朝
廷
と
い
う
二
つ
の
権
力
・
権
威
が
存
在
す
る
こ
と
」
を
前
提
と
し
、「
朝
鮮
や
中
国
と
対
峙
す
る
日
本
と
い
う
政
治
的
統

一
）
66
（
体
」
を
念
頭
と
し
て
、
日
本
の
独
自
性
、
即
ち
本
居
宣
長
の
思
想
に
反
映
さ
れ
た
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
に
示
さ
れ
て
い
る
皇
統
の
一
系

性
・
永
遠
性
」
を
「
道
の
根
源
大
本
」
と
し
、「
異
国
に
対
す
る
日
本
の
優
位
）
67
（
性
」
を
強
調
し
て
い
た
。

　
幕
末
期
に
入
っ
て
、「
大
国
学
」
を
自
称
し
、「
神
を
敬
ひ
儒
を
）
68
（

崇
」
ぶ
こ
と
を
中
核
と
す
る
水
戸
学
が
台
頭
し
、
尊
王
攘
夷
運
動
の
た

め
の
理
論
的
・
思
想
的
基
盤
を
打
ち
立
て
た
。
具
体
的
に
は
、
藤
田
幽
谷
が
『
正
名
）
69
（
論
』
で
「
幕
府
尊
皇
室
、
則
諸
侯
崇
幕
府
。
諸
侯
崇

幕
府
、
即
卿
大
夫
敬
諸
侯
。
然
後
上
下
相
保
、
万
邦
協
和
（
幕
府
、
皇
室
を
尊
べ
ば
、
す
な
わ
ち
諸
侯
、
幕
府
を
崇
ぶ
。
諸
侯
、
幕
府
を
崇
べ
ば
、

す
な
わ
ち
卿
・
大
夫
、
諸
侯
を
敬
す
。
そ
れ
然
る
後
に
上
下
相
保
ち
、
万
邦
協
和
す
―
筆
）
70
（
者
）」
と
述
べ
た
よ
う
に
、「
名
正
言
順
、
然
後
禮
樂
興
。

禮
樂
興
、
然
後
天
下
治
（
名
＝
上
下
の
秩
序
が
正
し
い
な
ら
ば
、
礼
樂
が
興
る
。
礼
樂
が
興
き
れ
ば
、
天
下
が
治
ま
）
71
（

る
）」
を
唱
え
、
尊
王
の
必
要

性
を
論
じ
、
忠
孝
秩
序
を
中
心
と
す
る
名
分
と
礼
教
を
重
視
す
る
考
え
方
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
尊
皇
攘
夷
派
の
志
士
た
ち
に
「
聖
典
」

と
し
て
守
ら
れ
た
会
沢
正
志
斎
の
『
新
）
72
（
論
』
で
は
、
天
皇
を
尊
崇
す
る
「
名
分
」
を
「
国
体
」
で
解
釈
し
、「
曰
国
体
、
以
論
神
聖
、
以

忠
孝
建
国
（
曰
く
国
体
、（
上
下
の
名
分
―
筆
者
）
を
以
て
神
・
聖
を
論
じ
、
忠
孝
を
以
て
国
を
建
）
73
（

つ
）」
こ
と
が
日
本
の
頼
み
と
す
る
も
の
で
あ
る

と
唱
え
ら
れ
、「
明
治
中
期
に
完
成
す
る
天
皇
制
国
家
の
思
想
的
淵
）
74
（
源
」
に
な
っ
た
。
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
明
治
期
に
入
っ
て
加
藤
弘
之
ら
啓
蒙
思
想
家
は
、
立
憲
主
義
の
立
場
か
ら
水
戸
学
者
ら
が
持
つ
国
体
論
を
批

判
し
、「
君
主
も
人
な
り
。
人
民
も
人
な
り
。
け
っ
し
て
異
類
の
も
の
に
あ
ら
ず
。
し
か
る
に
ひ
と
り
そ
の
権
利
に
い
た
り
て
、
か
く
天

地
霄
壌
の
懸
隔
を
た
つ
る
は
そ
も
そ
も
何
ご
と
ぞ
や
。
か
か
る
野
鄙
陋
劣
な
る
国
体
の
国
に
生
ま
れ
る
人
民
こ
そ
、
実
に
不
幸
の
最
上
と

い
う
べ
）
75
（
し
」
と
主
張
し
た
が
、
穂
積
八
束
が
「
今
に
し
て
西
洋
の
国
体
に
心
酔
し
、
之
を
我
に
擬
せ
ん
と
す
る
も
の
あ
り
。
徒
ら
に
紛
議

を
醸
す
と
謂
う
に
至
）
76
（

り
」
と
批
判
を
行
っ
た
。

　
明
治
憲
政
の
整
備
に
伴
い
、
天
皇
を
含
む
皇
室
を
機
軸
と
す
る
明
治
憲
法
と
教
育
勅
語
が
公
布
さ
れ
る
。
後
に
国
体
は
憲
法
の
中
で

「
形
式
的
部
面
が
主
と
し
て
表
）
77
（

出
」
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
即
ち
、
明
治
憲
法
の
第
一
条
は
「
大
日
本
国
の
国
体
と
大
日
本
国
に
君
臨

し
給
ふ
べ
き
は
如
何
な
る
御
家
筋
の
方
な
る
か
を
定
め
）
78
（
た
」
こ
と
を
指
す
。
こ
の
一
方
で
、
教
育
勅
語
に
あ
る
「
我
カ
皇
祖
皇
宗
国
ヲ
肇

ム
ル
コ
ト
宏
遠
ニ
德
ヲ
樹
ツ
ル
コ
ト
深
厚
ナ
リ
…
…
此
レ
我
カ
国
体
ノ
精
華
ニ
シ
テ
敎
育
ノ
淵
源
亦
実
ニ
此
ニ
存
ス
」
の
一
節
は
、「
道

徳
的
部
面
か
）
79
（
ら
」
の
国
体
を
示
し
て
い
た
。

　
終
戦
後
、
人
間
宣
言
の
発
表
に
伴
い
、「
現
人
神
＝
天
皇
」
に
基
づ
く
伝
統
的
な
国
体
説
は
徹
底
的
に
崩
壊
し
、
国
体
と
い
う
言
葉
も

次
第
に
埃
に
埋
も
れ
）
80
（
た
。

㈡
　
政
体
：
転
用
語
と
し
て
の
表
現

　
中
国
の
二
十
五
史
に
お
い
て
、「
政
体
」
と
い
う
言
葉
は
一
四
〇
回
余
り
登
場
し
た
。
清
国
末
期
ま
で
、
政
体
は
主
に
二
つ
の
意
味
を

有
し
た
。「
閭
以
諸
州
罷
從
事
、
依
府
置
參
軍
、
於
政
体
不
便
、
表
宜
復
）
81
（

旧
」
の
よ
う
に
政
治
事
務
を
広
く
一
般
を
指
し
、「
未
嘗
習
祖
宗

典
則
，
閑
於
政
体
。
一
旦
當
大
任
、
惟
汝
耆
德
賴
）
82
（
焉
」
の
よ
う
に
政
治
事
務
を
表
す
こ
と
も
あ
る
。
日
本
の
古
典
籍
を
見
れ
ば
、
政
体
の

用
法
は
前
述
の
前
者
の
意
味
に
近
く
、
国
家
の
組
織
形
態
を
示
す
。「
凡
関
国
家
之
治
乱
、
成
敗
風
俗
政
体
、
足
為
百
代
之
鑑
戒
者
而
後

可
）
83
（
紀
」
は
そ
の
例
で
あ
る
。
清
国
末
期
以
降
、
政
体
は
基
本
的
に
一
国
の
政
権
の
本
質

―
立
憲
政
体
か
専
制
政
体
か

―
を
示
す
時
に
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用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
非
立
憲
不
足
以
救
存
亡
、
請
預
定
政
体
以
系
人
）
84
（
心
」
や
「
詔
中
外
臣
工
研
究
君
主
立
憲
政
）
85
（
体
」
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
日
本
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
近
代
日
本
に
継
受
さ
れ
た
「
政
体
」
と
い
う
概
念
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
由
来
の
も
の
で
あ
り
、「G

overnm
ent

」
の
訳
語
で
あ
る
。
明
治

維
新
前
に
、
日
本
の
啓
蒙
思
想
家
た
ち
は
国
家
主
権
の
運
用
形
態
を
区
別
す
る
た
め
に
「
政
体
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
始
め
た
。
加
藤
弘

之
は
清
国
の
阿
片
戦
争
で
の
失
敗
に
鑑
み
て
、『
鄰
草
』
で
「
武
備
の
外
形
」
よ
り
「
武
備
の
精
神
」
を
重
要
視
し
、「
仁
義
を
旨
と
せ
る

公
明
正
大
の
政
体
」
を
樹
立
す
べ
き
事
を
唱
え
た
。
加
藤
が
言
う
「
公
明
正
大
」
の
政
体
と
は
、
主
に
「
議
会
（
＝
公
会
）
と
憲
法
（
＝

大
律
）
で
あ
り
、
統
治
権
機
構
相
互
の
抑
制
均
衡
（
＝
三
大
権
柄
）
と
権
利
の
体
系
（
＝
公
私
二
）
86
（
権
）」
で
あ
る
。
同
時
に
、
加
藤
は
支
配

者
の
数
量
と
統
治
の
本
質
に
基
づ
き
、
政
体
を
①
上
下
分
権
、
②
万
民
同
権
、
③
君
王
握
権
、
④
豪
族
専
権
の
四
つ
の
種
類
に
分
け
た
。

そ
の
中
の
①
と
②
は
「
公
明
正
大
」
な
政
体
で
あ
り
、
③
と
④
は
「
公
明
正
大
で
な
い
」
政
体
で
あ
る
。
か
つ
①
は
君
王
政
治
（
モ
ナ
ル

キ
ー
）
に
、
②
は
官
宰
政
治
（
レ
ビ
ュ
ブ
リ
ー
キ
）
に
属
す
べ
き
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
慶
應
四
年
に
、
加
藤
は
『
立
憲
政
体
）
87
（
略
』
で
君
王

政
治
と
官
宰
政
治
を
そ
れ
ぞ
れ
「
君
政
」
と
「
民
政
」
に
訳
し
た
。

　
明
治
維
新
以
降
、
西
周
は
「governm

ent
此
政
体
な
る
も
の
に
二
つ
あ
り
、
一
つ
をM

onarch

＝
君
主
の
治
と
し
、
一
つ
を

D
em
ocracy

＝
民
主
の
治
と
）
88
（

す
」
と
述
べ
、
そ
れ
は
加
藤
が
主
張
し
た
政
体
の
分
類
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
。
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年

に
、
加
藤
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
黒
田
麴
廬
は
『
政
体
新
論
』
を
著
し
、
漢
文
と
し
て
の
政せ

い

体た
い

と
訳
語
と
し
て
の
政せ

い

体て
い

と
を
区
別
し
）
89
（
た
。

彼
に
よ
る
と
、
前
者
は
「
政
治
の
根
本
と
云
う
義
」
＝
「
政
治
の
本
旨
」
で
あ
り
、
後
者
は
「
国
貌
を
称
す
」
＝
「
政
治
の
体
裁
」
で
あ

る
。
黒
田
の
書
作
は
、「
加
藤
の
一
連
の
著
作
の
圧
縮
版
」
と
も
言
え
よ
）
90
（
う
。

　
同
じ
明
治
七
年
、
加
藤
は
『
国
体
新
論
』
で
、
政
体
と
国
体
の
区
分
を
試
み
始
め
た
。
加
藤
は
、
国
体
を
「
真
政
と
し
て
の
立
憲
政

体
」
で
あ
る
と
捉
え
、
政
体
を
「
単
に
統
治
者
の
数
に
の
み
関
わ
る
こ
）
91
（

と
」
と
考
え
た
。
即
ち
、「
統
治
者
の
数
と
統
治
の
質
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
た
加
藤
の
政
体
分
類
論
は
、
前
者
を
政
体
に
、
後
者
を
国
体
に
割
り
当
て
る
形
で
再
編
成
さ
れ
る
の
で
あ
）
92
（
る
」。



法学政治学論究　第125号（2020.6）

154

　
加
藤
に
続
い
て
、
穂
積
八
束
も
国
体
政
体
混
同
論
を
批
判
し
た
上
で
権
力
分
立
を
中
心
と
し
た
立
憲
政
体
論
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、

「
国
体
は
主
権
の
所
在
に
由
り
て
異
な
り
、
政
体
は
国
権
運
用
の
形
式
に
於
て
分
か
る
。
故
に
国
体
同
う
し
て
政
体
異
な
る
者
あ
り
、
政

体
同
う
し
て
国
体
異
な
る
）
93
（
者
」
が
あ
り
、
か
つ
「
立
憲
制
の
本
領
は
実
に
所
謂
三
権
分
立
の
思
想
に
）
94
（
在
」
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
加
藤
と
穂
積
が
用
い
た
国
体
と
い
う
語
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

河
野
有
理
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、「
国
体
の
語
に
実
現
す
べ
き
政
治
秩
序
を
託
し
た
加
藤
は
、
政
体
を
統
治
者
の
数
と
い
う
ミ
ニ
マ
ム
な

定
義
に
ま
で
切
り
詰
め
た
」
が
、「
こ
れ
に
対
し
て
穂
積
は
、
統
治
者
の
数
を
、
も
っ
ぱ
ら
国
体
に
お
い
て
問
題
に
す
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
河
野
に
よ
り
「
国
体
の
語
で
指
し
示
し
て
い
る
も
の
が
両
者
で
反
対
に
な
っ
て
い
）
95
（

る
」
点
が
指
摘
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
国

体
と
政
体
の
概
念
上
の
区
分
が
、
そ
の
当
初
に
お
い
て
は
論
者
に
よ
っ
て
入
れ
替
わ
る
ほ
ど
に
明
瞭
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
よ
う
。

㈢
　
主
権
：
借
用
語
と
し
て
の
用
法

　
漢
籍
二
十
五
史
に
は
、「
主
権
」
と
い
う
言
葉
は
三
○
回
余
り
登
場
す
る
が
、
そ
の
中
の
古
代
の
用
例
は
僅
か
六
回
だ
け
で
あ
る
。
近

代
ま
で
、
主
権
は
主
に
君
主
の
権
力
を
表
し
て
い
た
。
例
え
ば
「
居
正
為
政
、
以
尊
主
権
、
課
吏
職
、
信
賞
罰
、
一
号
令
為
）
96
（
主
」、「
睿
宗

即
位
、
主
権
由
此
震
天
）
97
（

下
」
な
ど
が
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近
代
以
降
、
主
権
は
一
国
の
「
至
高
権
）
98
（

力
」
を
表
す
国
際
法

上
の
概
念
に
変
わ
っ
た
。『
清
史
稿
』
に
あ
る
「
法
領
事
又
在
北
海
徴
収
漁
船
照
費
、
政
府
以
有
侵
中
国
主
権
、
不
）
99
（
許
」
な
ど
は
そ
の
代

表
例
で
あ
る
。

　
な
ぜ
「
主
権
」
概
念
に
こ
の
よ
う
な
重
大
な
意
味
の
転
換
が
生
じ
た
の
か
。
そ
の
き
っ
か
け
は
丁
韙
良
が
漢
訳
し
た
『
万
国
公
法
』
に

あ
る
。

　
宣
教
師
丁
韙
良
が
漢
訳
作
業
を
し
た
時
に
、
英
語
の
「Sovereignty is the suprem

e pow
er by w

hich any State is governed

」

を
「
治
国
之
上
権
、
謂
之
主
）
100
（
権
」
と
訳
し
、
重
野
安
繹
が
漢
訳
の
ま
ま
主
権
の
新
し
い
意
味
を
日
本
に
伝
え
た
。
即
ち
次
の
通
り
で
あ
る
。
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国
ヲ
治
ム
ル
在
上
ノ
権
、
コ
レ
ヲ
主
権
ト
云
フ
。
コ
ノ
上
権
、
或
ハ
国
内
ニ
行
ハ
レ
、
或
ハ
国
外
ニ
行
ハ
ル
。
ソ
ノ
国
内
ニ
行
ハ
ル
ル
ハ
、
各
国
ノ

法
制
ニ
依
リ
、
民
間
ニ
寓
シ
テ
民
人
コ
レ
ヲ
主
宰
ス
ル
ア
リ
、
君
家
ニ
帰
シ
テ
君
主
コ
レ
ヲ
把
持
ス
ル
ア
リ
。
コ
レ
ヲ
論
ズ
ル
者
、
嘗
テ
名
ヅ
ケ
テ
内

公
法
ト
ス
。
但
シ
コ
レ
ハ
国
法
ト
称
ス
ル
ノ
、
ワ
カ
リ
易
キ
ニ
如
カ
ズ
。
右
ノ
主
権
、
国
外
ニ
行
ハ
ル
者
、
即
チ
ソ
ノ
本
国
ミ
ヅ
カ
ラ
主
宰
シ
テ
、
他

国
ノ
下
知
ヲ
ウ
ケ
ザ
ル
ナ
リ
。
各
国
ノ
和
平
戦
争
、
及
ビ
交
際
等
、
イ
ヅ
レ
モ
此
ノ
権
ニ
憑
リ
テ
事
ヲ
行
フ
。
コ
レ
ヲ
論
ズ
ル 

モ
ノ
、
嘗
テ
名
ヅ
ケ

テ
外
公
法
ト
ス
。
世
俗
ニ
称
ス
ル
所
ノ
公
法
ト
ハ
、
即
チ
此
レ
ナ
）
101
（

リ
。

　
つ
ま
り
、
国
際
法
に
お
い
て
、
主
権
は
「
外
公
法
」
に
属
す
る
が
、
自
国
の
憲
法
に
お
い
て
、
主
権
概
念
は
「
内
公
法
」
に
属
す
べ
き

と
す
る
の
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
主
権
論
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
、
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
た
自
由
民
権
運
動
を
背
景
に
し
て
、
民
間
の
新
聞
紙
や

知
識
人
た
ち
は
明
治
一
四
年
末
に
、
主
権
お
よ
び
主
権
に
関
わ
る
憲
法
諸
原
則
を
め
ぐ
る
議
論
を
展
開
し
、
翌
一
五
年
に
そ
の
高
潮
に
達

し
た
。
稲
田
正
次
は
こ
の
論
戦
を
「
明
治
一
五
年
主
権
論
）
102
（
争
」
と
称
し
て
い
る
。
稲
田
が
挙
げ
た
当
時
の
諸
資
料
を
見
る
と
、
主
権
論
争

の
焦
点
は
、
国
会
開
設
後
の
主
権
の
所
在
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
は
、
主
権
は
君
主
に
帰
す
べ
き
と
す
る
も
）
103
（

の
、
人
民
が
主

権
を
持
つ
べ
き
と
す
る
も
）
104
（
の
、
主
権
が
君
主
と
人
民
の
間
に
あ
る
と
す
る
も
）
105
（
の
、
主
権
は
国
体
に
よ
っ
て
決
め
る
べ
き
と
す
）
106
（
る
主
張
な
ど

が
あ
っ
た
。

　
明
治
一
五
年
主
権
論
争
当
時
、
東
京
大
学
に
通
っ
て
い
た
穂
積
八
束
は
既
に
「
主
権
の
所
在
に
よ
っ
て
「
君
主
国
体
」
と
「
民
主
国

体
」
と
が
区
別
さ
れ
る
と
い
う
発
）
107
（
想
」
を
唱
え
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
穂
積
は
当
時
発
表
し
た
一
連
の
論
文
の
中
で
、「
国
体

（Staatsform

）」
と
「
政
体
（Regierungsfo

）
108
（rm

）」
を
区
分
し
、
こ
れ
は
後
年
の
国
体
政
体
二
元
論
の
嚆
矢
と
な
っ
た
。
明
治
憲
法
が
公
布

さ
れ
た
後
、
穂
積
は
独
自
の
国
体
理
論
に
基
づ
い
て
天
皇
主
権
説
を
唱
え
、「
内
公
法
」
と
し
て
の
憲
法
レ
ベ
ル
の
「
主
権
」
を
解
釈
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
初
は
漢
籍
に
お
い
て
「
君
主
権
力
」
を
意
味
し
た
「
主
権
」
は
、
近
代
西
洋
の
概
念
を
輸
入
し
た
日
本
に
お
い
て
、
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国
際
法
と
憲
法
上
の
専
門
的
用
語
に
変
化
し
た
。

㈣
　
統
治
権
：
和
製
語
と
し
て
の
起
源

　
統
治
権
は
明
治
憲
法
で
初
め
て
作
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
淵
源
は
、
ド
イ
ツ
国
法
学
に
あ
る
「
国
権
」
概
念
に
あ
る
。

そ
の
た
め
、「
統
治
権
」
を
検
討
す
る
前
に
、
近
代
日
本
に
お
け
る
国
権
概
念
の
生
成
と
変
遷
と
を
ま
ず
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
二
十
五
史
で
国
権
は
四
〇
回
余
り
登
場
し
た
が
、
近
代
に
至
る
歴
史
の
長
い
経
過
の
中
で
、「
是
時
帝
元
舅
陽
平
侯
王
風
為
大
將
軍
秉

政
，
倚
太
后
，
專
国
）
109
（
権
」
の
よ
う
に
「
国
家
権
力
」
を
示
し
た
。
古
代
日
本
に
お
い
て
も
、「
今
纔
に
取
得
つ
る
国
権
を
硬
固
に
す
べ
き

の
便
）
110
（

宜
」
な
ど
の
用
例
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
代
以
降
の
日
中
両
国
で
の
国
権
が
表
す
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば

「
反
托
外
人
代
理
，
聴
其
約
束
，
喪
失
国
権
，
莫
此
為
）
111
（

甚
」
と
「
位
ニ
即
カ
シ
メ
己
レ
自
カ
ラ
国
権
ヲ
執
レ
）
112
（

リ
」
な
ど
で
あ
る
。

　
明
治
一
四
年
の
政
変
後
、
井
上
毅
が
憲
法
調
査
を
行
っ
た
際
に
、
ド
イ
ツ
国
法
学
者
シ
ュ
ル
ツ
（H

erm
ann Schulze

、
一
八
二
四
〜
一
八

八
八
）
の
著
作
『
孛
漏
生
国
法
論
（D
as Preussische Staatsre

）
113
（cht

）』
か
ら
多
大
な
啓
発
を
受
け
）
114
（

た
。
ま
た
、
同
書
の
第
二
章
（Von der 

Staatsgew
alt

）
は
木
下
周
一
に
よ
っ
て
別
途
翻
訳
さ
れ
、『
国
権
）
115
（
論
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
前
出
の
『
孛
漏
生
国
法
論
』
に
は
第
二

章
の
内
容
が
も
と
か
ら
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
木
下
周
一
は
『
国
権
論
』
の
序
文
で
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
流
行
し
て
い
た
主
権
分
割
説
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
木

下
に
よ
る
と
、
国
家
は
一
つ
の
生
活
体
で
あ
り
、
主
権
は
そ
の
首
領
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
木
下
は
、
ル
ソ
ー
の
主
権

分
割
論
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
ド
イ
ツ
諸
国
は
フ
ラ
ン
ス
に
隣
接
し
て
も
、
主
権
分
割
説
は
優
勢
に
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
し

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、「
独
逸
各
国
の
憲
法
は
明
文
を
以
て
其
主
権
を
維
持
し
た
り
…
…
（
国
の
首
長
と
し
て
の
―
筆
者
注
）
国

王
は
最
上
政
権
を
総
覧
し
而
し
て
憲
法
に
定
む
る
所
の
約
束
に
従
っ
て
其
権
を
施
行
）
116
（

す
」
る
た
め
、
主
権
の
統
一
が
守
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
、
木
下
は
ド
イ
ツ
国
法
学
が
最
も
日
本
社
会
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
ル
ソ
ー
や
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
説
を
批
判
す
る
シ
ュ
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ル
ツ
の
『
国
権
論
』
に
つ
い
て
、「
海
外
の
一
方
我
党
の
為
に
同
世
の
良
友
を
得
た
）
117
（
り
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

　
シ
ュ
ル
ツ
の
理
論
で
は
、
国
権
と
は
「
国
を
統
御
す
る
の
心
思
に
し
て
国
と
共
に
存
す
る
）
118
（

者
」
で
あ
る
。
ま
た
、
国
権
の
淵
源
は
「
国

を
な
す
組
織
機
関
な
る
天
性
」
に
あ
り
、
民
衆
の
共
同
思
想
で
は
な
い
と
い
う
考
え
の
下
、
ル
ソ
ー
の
「
民
之
欲
し
王
之
行
う
」
説
を
否

定
し
た
。
ま
た
、
国
権
は
至
高
無
上
で
抵
抗
で
き
な
い
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
）
119
（
る
と
、
シ
ュ
ル
ツ
は
述
べ
た
。
し
か
し
、
国
権
は
不
可

分
だ
が
、
学
問
研
究
上
の
便
の
た
め
、
国
権
活
動
の
作
用
を
立
法
権
、
司
法
権
、
行
政
権
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
）
120
（

る
。
国
権
は
具
体
的

に
如
何
に
諸
機
関
に
分
け
ら
れ
る
べ
き
か
は
、「
各
国
の
憲
法
（
成
文
不
成
文
律
の
別
な
く
）
如
何
に
因
る
の
）
121
（
み
」
で
あ
る
と
す
る
。
最
後

に
、
国
権
の
限
界
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ル
ツ
は
、「
近
世
国
の
進
歩
は
正
に
人
の
身
心
の
自
由
及
私
権
に
係
る
所
の
天
理
人
道
の
自
然
の
界

限
を
以
て
国
権
一
定
の
界
限
と
為
す
に
在
り
。
當
今
法
制
の
要
務
は
一
方
に
向
て
は
国
民
自
由
権
の
範
囲
を
定
め
て
国
権
の
侵
犯
を
防
き
、

又
他
の
一
方
に
向
て
は
憲
法
の
原
則
に
従
て
国
権
の
機
関
を
制
設
す
る
に
）
122
（
在
」
る
と
述
べ
た
。

　
井
上
毅
は
『
国
権
論
』
に
啓
発
さ
れ
、
主
権
と
ド
イ
ツ
国
法
学
に
あ
る
国
権
に
関
す
る
諸
問
題
を
、
ロ
エ
ス
レ
ル
に
尋
ね
た
。
ロ
エ
ス

レ
ル
の
返
答
は
、『
国
権
論
』
の
付
録
一
と
付
録
二
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
井
上
に
理
論
面
で
の
影
響
を
与
え
た
。

　
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
主
権
は
「
国
際
法
に
於
い
て
は
独
立
の
地
位
を
占
む
る
所
の
邦
国
の
性
質
を
）
123
（
指
」
す
も
の
で
あ
り
、
か
つ
主
権
者
は

「
内
政
上
の
国
権
を
執
り
之
を
行
ふ
者
を
指
）
124
（

す
」
と
考
え
た
。
即
ち
、
主
権
は
「
至
高
国
権
の
統
一
」
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
君
主

国
で
は
国
権
を
執
る
者
は
君
主
で
あ
り
、
共
和
国
ま
た
は
連
邦
国
で
は
人
民
ま
た
は
連
邦
の
代
理
者
が
国
権
を
管
掌
す
る
。
同
時
に
、
各

国
家
機
関
は
国
権
の
一
部
だ
け
を
握
り
、
人
民
ま
た
は
連
邦
か
ら
委
託
を
受
け
な
い
国
権
は
国
家
に
は
な
）
125
（

い
。
ま
た
、
ロ
エ
ス
レ
ル
も
さ

ら
に
、
一
八
二
〇
年
に
結
ん
だ
「
独
逸
同
盟
国
規
約
」
の
第
五
七
条
、「
独
逸
国
同
盟
は
（
共
和
制
度
の
邦
を
除
く
）
主
権
者
た
る
君
主
よ

り
成
る
故
に
此
の
訂
約
の
原
旨
に
従
ひ
諸
般
の
国
権
は
国
の
首
長
是
を
総
覧
せ
さ
る
可
か
ら
す
」
を
例
と
し
て
挙
げ
、「
君
主
は
諸
般
の

国
権
を
総
覧
す
と
は
是
れ
独
逸
各
邦
中
二
三
共
和
の
邦
を
除
く
外
皆
以
て
原
則
と
為
す
）
126
（

所
」
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
要
す
る
に
、「
共
和

国
に
あ
り
て
は
主
権
国
民
に
帰
し
、
君
主
国
に
あ
り
て
は
其
邦
国
及
ひ
国
権
の
統
一
を
保
つ
為
に
主
権
を
挙
て
之
を
君
主
に
帰
）
127
（
す
」
べ
き
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と
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
の
バ

イ
エ
ル
ン
に
倣
っ
て
君
主
国
権
総
攬
の
条
文
を
設
け
、
ま
た
は
プ

ロ
イ
セ
ン
に
倣
っ
て
君
主
の
諸
大
権
を
列
挙
す
べ
き
と
し
、
井
上

は
憲
法
を
起
草
す
る
際
に
は
前
者
を
採
用
し
た
。

　
以
上
、
明
治
憲
法
制
定
に
至
る
近
代
期
日
本
に
お
け
る
「
国

権
」
の
理
論
的
理
解
を
跡
付
け
て
き
た
が
、
驚
く
べ
き
は
、
憲
法

制
定
過
程
に
お
い
て
、「
国
権
」
が
「
統
治
権
」
へ
と
変
更
さ
れ
た

事
実
で
あ
る
。
表
1
は
憲
法
諸
案
に
お
け
る
「
国
権
」
と
「
統
治

権
」
の
使
用
状
況
を
整
理
し
た
表
で
あ
る
。

　
表
1
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
治
憲
法
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、

レ
ー
ス
ラ
ー
に
よ
る
「Staatsgew

alt

」
を
、
日
本
語
で
は
「
国

権
」
か
ら
「
統
治
権
」
へ
と
中
途
か
ら
変
更
し
て
い
る
。

　
伊
藤
博
文
は
後
に
憲
法
第
四
条
と
し
て
結
実
す
る
当
該
の
法
文

に
あ
る
「
統
治
権
」
を
解
釈
し
て
、「
統
治
の
大
権
は
、
天
皇
之
を

祖
宗
に
承
け
之
を
子
孫
に
伝
ふ
…
…
統
治
権
を
総
覧
す
る
は
主
権

の
体
な
り
、
憲
法
の
条
規
に
依
り
之
を
行
ふ
は
主
権
の
用
な
）
128
（

り
」

と
述
べ
て
い
た
。
こ
こ
で
、
明
治
憲
法
に
あ
る
主
権
と
統
治
権
の

理
論
的
関
係
に
つ
い
て
、
岡
田
朝
太
郎
の
解
釈
が
明
快
で
あ
る
。

明
治
末
期
、
法
律
顧
問
と
し
て
清
国
に
雇
わ
れ
た
岡
田
は
、
清
国

表１　明治憲法の起草過程における国権と統治権

年月（明治） 草案 用語
20年 4 月 井上毅甲案 天皇は大政を総攬し此の憲法に於て勅定する所の条款に

循ひ之を施行せしむ
20年 5 月 井上毅乙案 天皇は国権を総攬し此の憲法の勅定する所に循由して之

を施行せしむ
20年 8 月 夏島草案 天皇は帝国の元首にして一切の国権を総攬し此の憲法の

主義に基づき大政を施行す
20年 8 月 井上毅意見 国権総攬＝国権の体　憲法によって施行＝国権の用
20年 8 月 ロエスレル意見 国権→施治権
20年10月 十月草案 天皇は国の元首にして一切の政権を総攬し此の憲法に依

り之を施行す
21年 2 月 二月草案 天皇は国の元首にして一切の統治権を総攬し此の憲法の

条規に依り之を施行す
21年 4 月 上奏案 天皇は国の元首にして統治権を総攬し此の憲法の条規に

依り之を施行す
22年 2 月 憲法公布 天皇は国の元首にして統治権を総攬し此の憲法の条規に

依り之を行ふ
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の
高
等
文
官
試
験
の
た
め
に
明
治
憲
法
に
あ
る
統
治
権
の
項
目
を
中
心
に
憲
法
の
教
科
書
を
書
い
）
129
（
た
。
岡
田
が
示
し
た
よ
う
に
、
統
治
権

は
即
ち
「
国
家
を
主
宰
す
る
力
」
で
あ
り
、「
統
治
権
の
上
に
さ
ら
に
他
の
権
力
を
加
え
る
も
の
が
あ
る
が
、
な
ん
の
権
力
も
加
え
な
い

も
の
」
も
あ
る
。
複
合
国
家
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
帝
国
と
連
邦
諸
国
の
よ
う
に
、
統
治
権
の
上
に
他
の
権
力
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
単
一
制
国
家
の
統
治
権
の
上
に
は
何
ら
権
力
が
な
い
た
め
、
こ
の
場
合
に
統
治
権
は
即
ち
最
高
統
治
権
ま
た
は
主
権
と
称

し
て
い
る
。
日
本
の
場
合
で
は
、「
統
治
権
と
主
権
は
固
よ
り
区
別
が
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
岡
田
が
説
明
す
る
よ
う
に
、
明
治
日
本

に
お
い
て
、
統
治
権
は
実
質
的
に
、
主
権
、
国
権
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
だ
が
井
上
毅
に
お
い
て
は
、
な
ぜ
「
国
権
」
が
「
統
治
権
」
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
嘉
戸
一
将
は
、「
統
治
権
概
念
を

発
明
し
た
と
目
さ
れ
る
井
上
毅
は
、
主
権
概
念
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
独
自
の
法
的
概
念
と
し
て
そ
れ
を
構
想
し
）
130
（
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
そ
れ
」
と
は
無
論
、
統
治
権
を
指
す
が
、
井
上
の
構
想
し
た
「
統
治
権
」
は
、「
歴
史
的
正
統
性
を
呈
し
」、「
新
た
な
法
秩
序
を
創
造
す

る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
秩
序
の
原
因
を
探
求
す
る
よ
う
に
し
て
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
に
も
歴
史
に
遡
行
し
、
そ
の
秩
序
の
意
味
と
効
果
を
起

源
か
ら
引
き
出
す
こ
と
を
も
意
）
131
（

味
」
す
る
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
。

　
さ
ら
に
「
統
治
権
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
憲
法
学
理
的
解
釈
の
ほ
か
に
、
同
時
に
伊
藤
博
文
が
唱
え
た
憲
法
機
軸
論
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
解
釈
が
存
在
し
た
。
即
ち
、
伊
藤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
憲
法
の
制
定
せ
ら
る
る
に
方
て
は
、
先
づ
我
国
の
機
軸
を
求
め
我
国
の
機
軸
は
何
な
り
た
と
云
ふ
事
を
確
定
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
…
中
略
…
抑
々
欧
州

に
於
て
は
憲
法
政
治
の
萌
せ
る
こ
と
千
余
年
、
独
り
人
民
の
此
制
度
に
習
熟
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
た
宗
教
な
る
者
あ
り
て
之
が
機
軸
を
為
し
、
深
く

人
心
に
浸
潤
し
て
人
心
此
に
帰
一
せ
り
。
然
る
に
我
国
に
在
て
は
宗
教
な
る
者
其
力
微
弱
に
し
て
一
も
国
家
の
機
軸
た
る
べ
き
も
の
な
し
…
…
我
国
に

在
て
機
軸
と
す
べ
き
は
独
り
皇
室
あ
る
の
）
132
（
み
。



法学政治学論究　第125号（2020.6）

160

　
こ
の
よ
う
に
、
学
理
的
解
釈
の
み
な
ら
ず
宗
教
的
色
彩
を
も
纏
っ
た
「
統
治
権
」
は
、
憲
法
の
学
理
的
意
味
だ
け
を
持
つ
主
権
や
国
権

に
代
置
さ
れ
、
独
創
的
な
概
念
と
し
て
日
本
の
近
代
史
の
舞
台
に
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
近
代
中
国
に
お
け
る
明
治
憲
法
の
基
本
概
念
の
継
受
と
発
展

㈠
　
清
末
民
初
期
の
憲
法
成
立
過
程
に
お
け
る
憲
法
基
本
概
念

　
夏
新
華
は
、
近
代
中
国
を
「
行
憲
（
＝
憲
法
を
制
定
す
る
）
試
験
）
133
（
場
」
で
あ
る
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
清
国
政
府
や
革
命
派
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
政
治
勢
力
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
利
益
に
基
づ
い
た
憲
法
草
案
が
作
成
さ
れ
た
た
め
、
当
時
の
中
国
は
、
憲
法

制
定
に
お
け
る
一
種
の
実
験
室
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
憲
法
成
立
過
程
が
示
し
た
よ
う
に
、
明
治
典
憲
体
制
に
は
、

天
皇
統
治
と
い
う
歴
史
的
継
続
性
を
「
近
代
国
家
の
政
治
的
統
治
権
の
正
当
化
理
）
134
（
由
」
と
し
た
。
近
代
中
国
と
り
わ
け
清
末
民
初
期
の
憲

法
の
成
立
過
程
に
お
い
て
も
、「
立
憲
」
は
近
代
国
家
建
設
の
目
的
で
は
な
く
、
常
に
政
権
の
正
統
性
を
示
し
、
国
家
富
強
と
民
族
独
立

を
図
る
た
め
の
手
段
と
見
な
さ
れ
た
。

　
日
清
・
日
露
戦
争
以
降
、
日
本
の
憲
法
基
本
概
念

―
国
体
、
主
権
、
統
治
権

―
が
次
第
に
中
国
で
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
導
入
過
程

に
お
い
て
、
道
具
化
さ
れ
た
憲
法
諸
概
念
は
、
清
末
民
初
期
に
あ
る
政
体
の
交
代
に
伴
い
、
語
意
が
明
治
憲
法
の
解
釈
か
ら
離
れ
、
変
化

し
続
け
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
本
節
で
は
、
近
代
中
国
に
お
け
る
諸
憲
法
や
そ
の
草
案
、
さ
ら
に
民
間
人
の
憲
法
草
案
の
中
に
現
れ
た
、

「
国
体
」、「
政
体
」、「
主
権
」、「
統
治
権
」
の
概
念
の
検
討
を
行
う
。
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1　

憲
法
と
政
府
の
草
案
に
お
け
る
憲
法
基
本
概
念

　
清
末
民
初
期
、
政
府
が
起
案
し
た
「
公
式
的
」
な
憲
法
綱
領
、
ま
た
は
憲
法
条
項
は
総
計

八
つ
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
①
一
九
〇
八
年
、
清
国
政
府
が
明
治
憲
法
を
ま
ね
て
作
っ
た
『
欽

定
憲
法
大
綱
』、
②
一
九
一
一
年
、
革
命
派
の
圧
力
の
下
で
公
布
し
た
イ
ギ
リ
ス
式
君
主
制

を
手
本
と
し
た
『
憲
法
重
大
信
条
十
九
条
』、
③
一
九
一
一
年
、
辛
亥
革
命
党
の
手
に
よ
っ

て
起
草
さ
れ
た
『
臨
時
政
府
組
織
大
綱
』、
④
一
九
一
二
年
、
中
華
民
国
政
府
が
公
布
し
た

『
中
華
民
国
臨
時
約
法
』、
⑤
一
九
一
三
年
、
中
華
民
国
国
会
憲
法
起
草
委
員
会
が
起
草
し
た

『
天
壇
憲
法
草
案
』、
⑥
一
九
一
四
年
、
袁
世
凱
の
意
思
に
従
っ
て
作
っ
た
『
中
華
民
国
約
法

（
袁
記
約
法
）』、
⑦
一
九
一
九
年
、
徐
世
昌
が
大
総
統
在
任
期
間
中
に
起
草
し
た
『
中
華
民

国
憲
法
草
案
（
民
国
八
年
憲
法
草
案
）』、
⑧
一
九
二
三
年
、
曹
錕
の
主
宰
の
下
に
作
ら
れ
た

『
中
華
民
国
憲
法
（
曹
錕
憲
法
）』
で
あ
る
。

　
以
上
の
八
つ
の
重
要
な
憲
法
文
書
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
上
述
し
た
憲
法
の
基
本
概
念

が
見
ら
れ
る
か
否
か
を
一
覧
し
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。

　
ま
ず
、「
国
体
」
に
つ
い
て
だ
が
、
主
に
二
つ
の
規
定
の
仕
方
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
具
体

的
な
条
文
で
国
家
の
「
本
質
」、
即
ち
君
主
国
体
な
の
か
民
主
国
体
な
の
か
を
直
接
的
な
表

現
の
下
に
規
定
す
る
。
も
う
一
つ
の
方
法
は
国
体
を
憲
法
で
定
義
す
る
方
法
で
あ
る
。
例
え

ば
『
欽
定
憲
法
大
綱
』
は
、
明
治
憲
法
を
ま
ね
て
「
大
清
皇
帝
は
大
清
帝
国
を
統
治
し
、
万

世
一
系
、
永
に
尊
敬
す
べ
し
」
と
「
君
上
は
神
聖
、
尊
厳
に
し
て
侵
す
べ
か
ら
ず
」
に
よ
っ

て
、「
君
主
国
体
」
を
定
め
た
。
民
国
期
に
入
っ
て
、
各
憲
法
及
び
草
案
は
例
外
な
く
「
中

表２　清末民初期の公式的な憲法及び綱領、草案における国体、統治権、主権

年 題目 国体 統治権 主権
1908年 欽定憲法大綱 ○ ○（大権）
1911年 憲法重大信条十九条 ○
1911年 臨時政府組織大綱 ○
1912年 中華民国臨時約法 ○ ○
1913年 天壇憲法草案 ○ ○
1914年 中華民国約法（袁世凱） ○ ○ ○
1919年 民国八年憲法草案 ○ ○
1923年 中華民国憲法（曹錕） ○ ○（国権） ○
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華
民
国
は
永
久
に
統
一
民
主
国
と
す
（
天
壇
草
案
第
一
条
）」
や
「
中
華
民
国
は
中
華
人
民
に
よ
っ
て
組
織
す
（
袁
記
約
法
第
一
条
）」
の
よ

う
な
、「
民
主
国
体
」
の
宣
言
を
し
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
、
天
壇
草
案
、
民
国
八
年
草
案
と
曹
錕
憲
法
の
中
に
、「
国
体
」
は
独
立
し
た
「
国
体
の
章
」
に
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
理
由

は
、
徐
世
昌
政
権
の
国
憲
起
草
委
員
会
が
編
纂
し
た
『
草
憲
便
）
135
（
覧
』
に
よ
る
と
、「
憲
法
は
国
を
立
つ
大
経
（
＝
基
準
・
基
盤
）
と
し
て
、

常
に
国
体
に
立
脚
し
て
お
り
」、「
中
華
民
国
で
は
、
ま
ず
国
体
の
変
更
（
清
国
皇
帝
の
退
位
と
中
華
民
国
の
成
立
―
筆
者
）
が
あ
り
、
そ
の
後

に
憲
法
制
定
の
事
業
が
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
、「
国
体
」
と
い
う
概
念
は
特
に
強
調
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
中
華
民
国
の
国
体
を
「
共
和
国
」
で
な
く
「
民
主
国
」
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
、『
草
憲
便
覧
』
は
「
共
和
国
の
中
に
は
未
だ
共

和
貴
族
が
い
る
」
の
で
、
万
人
平
等
の
価
値
観
を
持
つ
中
華
民
国
の
国
体
を
「
共
和
国
」
と
し
な
い
こ
と
を
述
べ
、「
民
主
と
い
う
名
称

は
同
時
に
共
和
の
義
を
含
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
少
数
貴
族
の
共
和
と
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
中
華
民
国
の
国
体
の

由
来
を
述
べ
た
。

　「
国
体
」
の
他
に
、
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
「
統
治
権
」
と
「
主
権
」
の
表
現
の
変
化
で
あ
る
。
清
国
末
期
の
『
欽
定
憲
法
大
綱
』

と
『
憲
法
重
大
信
条
十
九
条
』
は
、
統
治
権
の
所
在
を
明
確
に
規
定
し
な
か
っ
た
が
、
清
国
政
府
が
『
欽
定
憲
法
大
綱
』
に
あ
る
「
君
上

大
権
」
を
「（
統
治
の
）
主
体
が
上
に
あ
り
、
無
上
の
主
権
を
総
攬
し
て
、
行
政
権
の
統
一
を
期
し
て
、
治
安
の
保
護
を
望
む
大
権
は
統

治
権
で
あ
）
136
（
る
」
と
解
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
清
国
末
期
の
統
治
権
及
び
主
権
に
対
す
る
理
解
は
、
日
本
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。
し
か
し
、
中
華
民
国
期
に
入
っ
て
か
ら
、
主
権
と
統
治
権
は
語
義
だ
け
で
な
く
、
条
文
上
も
分
離
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
が
、『
中
華
民
国
臨
時
約
法
』
で
中
華
民
国
の
主
権
を
「
国
民
全
体
に
属
す
（
第
二
条
）」
と
定
め
た
が
、
統
治
権
は
「
参
議
院
、

臨
時
大
総
統
、
国
務
員
、
法
院
（
第
四
条
）」
に
よ
っ
て
共
同
で
行
使
さ
れ
る
。
そ
し
て
、『
袁
記
約
法
』
で
は
「
主
権
は
国
民
全
体
を
元

に
す
る
（
第
二
条
）」
と
「
大
総
統
は
国
の
元
首
と
し
て
統
治
権
を
総
覧
す
る
（
第
一
四
条
）」
の
規
定
が
置
か
れ
た
。
こ
の
他
に
、『
曹
錕

憲
法
』
に
お
い
て
は
、
統
治
権
は
「
国
権
」
の
形
で
現
れ
た
。
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以
上
の
よ
う
に
、
明
治
憲
法
で
は
統
治
権
が
定
め
ら
れ
た

も
の
の
主
権
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
近
代
中
国
の
憲

法
に
お
い
て
は
、
主
権
と
統
治
権
は
常
に
規
程
上
存
在
し
た

（
な
お
、
両
概
念
の
区
分
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
述
す
る
）。

2　

民
間
人
の
憲
法
草
案
に
お
け
る
憲
法
基
本
概
念

　
近
代
中
国
の
多
く
民
間
人
の
憲
法
草
案
に
お
い
て
も
、
国

体
、
統
治
権
と
主
権
に
関
す
る
構
想
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら

の
草
案
は
国
体
が
変
更
さ
れ
た
ば
か
り
の
民
国
初
年
に
集
中

し
て
い
た
。
表
3
は
草
案
に
あ
る
憲
法
基
本
概
念
の
記
載
状

況
を
表
し
た
表
で
あ
る
。

　
清
国
末
期
の
民
間
人
君
主
制
憲
法
草
案
は
、
基
本
的
に
は

明
治
憲
法
の
様
式
を
真
似
て
い
る
の
で
、
国
体
と
統
治
権
は

共
に
条
文
の
中
に
現
れ
た
。
特
に
張
伯
烈
が
一
九
〇
九
年
に

起
草
し
た
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
民
国
初
年
に
生
ま
れ
た
夥
し
い
量
の
民
主

制
草
案
中
で
は
、
基
本
的
に
国
体
と
主
権
の
所
在
が
定
め
ら

れ
た
。
ま
た
、
幾
つ
か
の
草
案
は
国
体
と
統
治
権
を
定
め
た

が
、
主
権
と
統
治
権
を
共
に
規
定
し
た
の
は
姜
廷
栄
草
案
だ

表３　清末民初期の私人憲法草案における国体、統治権、主権

君主／民主 題目 国体 統治権 主権
君主草案 無名氏憲法草案
君主草案 張伯烈憲法草案 ○ ○
君主草案 馬吉符憲法草案 ○ ○
民主草案 国民党憲法草案

民主草案 進步党憲法草案
民主草案 王寵惠憲法草案 ○ ○
民主草案 梁启超憲法草案 ○ ○
民主草案 康有為憲法草案 ○
君主草案 康有為憲法議章 ○
民主草案 李慶芳憲法草案
民主草案 何振彝憲法草案 ○ ○
民主草案 席聘臣憲法草案 ○ ○
民主草案 王登乂憲法草案 ○ ○
民主草案 呉貫因憲法草案 ○ ○
民主草案 彭世躬憲法草案 ○ ○
民主草案 姜廷栄憲法草案 ○ ○ ○
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け
で
あ
っ
た
。

　
同
時
に
注
意
す
べ
き
は
、
た
と
え
民
主
制
憲
法
草
案
で
あ
っ
て
も
、
主
権
ま
た
は
統
治
権
は
必
ず
し
も
全
国
民
に
属
し
て
い
な
い
。
例

え
ば
康
有
為
草
案
は
「
主
権
は
国
に
在
り
。
そ
の
行
使
は
行
政
、
立
法
、
司
法
に
委
ね
る
（
第
二
条
）」
と
し
、
彭
世
躬
草
案
も
「
主
権

は
国
家
に
属
す
（
第
一
条
）」
こ
と
を
規
定
し
た
。
統
治
権
に
つ
い
て
、
何
振
彝
草
案
は
「
民
国
は
国
家
を
統
治
権
の
主
体
と
す
（
第
三

条
）」
る
こ
と
、「
立
法
、
行
政
、
司
法
各
機
関
を
以
て
統
治
権
を
行
使
す
（
第
四
条
）」
る
こ
と
を
構
想
し
た
。
同
時
に
唯
一
主
権
と
統

治
権
を
定
め
た
姜
廷
栄
草
案
に
お
い
て
、「
主
権
は
国
民
全
体
に
属
す
（
第
四
条
）」
る
こ
と
、「
統
治
権
は
国
会
、
大
総
統
、
国
務
員
、

法
院
を
も
っ
て
行
使
す
（
第
五
条
）」
る
こ
と
を
定
め
た
。

　
以
上
の
条
文
か
ら
見
る
と
、
国
体
、
主
権
、
統
治
権
な
ど
憲
法
の
基
本
概
念
は
、
政
府
の
憲
法
草
案
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
憲
法
草
案

に
も
広
く
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
や
条
文
の
表
現
方
法
は
異
な
っ
た
が
、
日
本
で
生
ま
れ
た
こ
れ
ら
の

憲
法
の
基
本
概
念
は
近
代
中
国
の
朝
野
で
受
容
さ
れ
、
近
代
中
国
の
憲
法
成
立
に
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

㈡
　
統
治
権
・
主
権
の
継
受
及
び
発
展

1　

主
権
と
統
治
権
の
概
念
的
区
分

　
清
国
末
期
の
中
国
政
府
は
、
主
に
日
本
を
手
本
と
し
て
憲
法
を
制
定
し
た
の
で
、
主
権
と
統
治
権
の
理
解
が
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
の
概
念
は
主
に
日
本
の
憲
法
学
者
の
著
作
の
中
国
語
訳
を
通
じ
て
輸
入
さ
れ
）
137
（
た
。

　
し
か
し
中
国
で
は
、
清
国
末
期
の
立
憲
派
と
革
命
派
の
論
争
、
さ
ら
に
辛
亥
革
命
の
勃
発
に
よ
っ
て
多
く
の
理
論
的
問
題
が
生
じ
た
。

そ
の
一
つ
が
日
本
由
来
の
「
統
治
権
」
と
欧
米
由
来
の
「
主
権
」
の
区
別
で
あ
っ
た
。
当
時
の
中
国
の
知
識
人
た
ち
は
、
憲
法
学
上
の
主

権
と
統
治
権
は
同
義
で
あ
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
（
も
っ
と
も
、
前
章
で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
統
治
権
概
念
は
主
権
と
国
権
か
ら
変
化
し
た
が
、

日
本
と
清
国
末
期
の
中
国
で
は
憲
法
学
上
三
者
は
同
義
で
あ
っ
た
）。
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中
華
民
国
初
期
に
お
い
て
、
知
識
人
た
ち
は
主
権
と
統
治
権
の
概
念
を
巡
っ
て
様
々
な
見
解
を
示
し
た
。

　『
独
立
週
報
』
の
記
者
は
主
権
と
統
治
権
の
新
し
い
範
疇
を
唱
え
た
。
前
者
は
「
他
の
力
に
よ
っ
て
縛
ら
れ
な
い
国
家
の
最
高
権
力
」

で
あ
り
、
後
者
は
「
国
民
全
体
に
対
し
て
用
い
れ
る
命
令
と
強
制
の
単
一
不
可
分
の
権
）
138
（
力
」
で
あ
る
。

　
近
代
中
国
の
法
学
者
、
国
民
法
政
専
門
学
校
の
講
師
陳
耿
）
139
（
夫
に
よ
る
と
、
国
権
、
主
権
、
統
治
権
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
国
権
は
国
家
権
力
で
は
な
く
、「
国
家
の
意
思
力
」
で
あ
る
。
主
権
は
最
高
権
を
表
す
た
め
に
国
家
の
意
思
力

と
は
違
う
。
一
方
、
統
治
権
は
命
令
と
強
制
の
権
力
で
あ
る
た
め
、
国
家
の
意
思
力
と
称
す
る
の
も
妥
当
で
は
な
い
。
三
概
念
が
そ
れ
ぞ

れ
に
対
応
す
べ
き
ド
イ
ツ
語
の
言
葉
はStaatsgew

alt

、Souveranitat

、H
errschaftsrecht

で
あ
る
。

　
呉
載
盛
は
、「
主
権
は
絶
対
的
消
極
的
な
本
性
を
持
つ
非
完
全
な
権
力
で
あ
り
、
国
権
の
最
高
性
質
を
表
し
、Sovereignty

の
訳
語
」

で
あ
り
、「
統
治
権
は
対
内
的
積
極
的
な
内
容
を
持
つ
完
全
な
権
力
と
し
て
国
家
成
立
の
要
素
と
し
て
の
役
割
を
果
た
すIm

perium

で

あ
る
」
と
、
自
ら
の
意
見
を
述
べ
）
140
（
た
。

　
要
す
る
に
、
近
代
中
国
の
憲
法
成
立
過
程
に
お
け
る
主
権
と
統
治
権
の
本
質
は
、
革
命
派
た
ち
の
「
人
民
主
権
論
」
と
袁
世
凱
派
の

「
統
治
権
移
転
論
」
を
め
ぐ
る
争
い
の
中
に
表
象
さ
れ
た
。「
君
権
踏
襲
論
（
＝
統
治
権
移
転
論
）
は
激
し
い
民
主
共
和
の
思
潮
に
は
対
抗

で
き
な
い
に
し
て
も
、
人
民
創
建
論
（
＝
人
民
主
権
論
）
だ
け
で
は
、
中
華
民
国
が
清
王
朝
の
全
て
の
領
土
と
人
口
を
受
け
継
い
だ
理
由

を
正
当
化
で
き
な
い
課
）
141
（
題
」
を
抱
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
に
、
主
権
と
統
治
権
と
い
う
言
葉
は
当
時

の
い
く
つ
か
の
憲
法
や
草
案
に
お
い
て
、
様
々
な
意
味
が
付
与
さ
れ
て
使
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
統
治
権
を
憲
法
で
定
め
る
べ
き
か
否
か
を

巡
っ
て
の
大
論
争
も
展
開
さ
れ
た
。
次
に
見
て
お
こ
う
。

2　

憲
法
の
条
文
を
め
ぐ
る
統
治
権
論
争

　『
臨
時
政
府
大
綱
』
は
そ
の
第
一
条
で
、「
臨
時
大
総
統
は
全
国
を
統
治
す
る
権
力
を
有
す
る
」
こ
と
を
定
め
た
が
、『
中
華
民
国
臨
時
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約
法
（
以
下
、
臨
時
約
法
）』
で
は
そ
の
第
四
条
で
、
統
治
権
は
「
参
議
院
、
臨
時
大
総
統
、
国
務
員
、
法
院
」
に
よ
っ
て
共
同
で
行
使
さ

れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
『
中
華
民
国
約
法
（
以
下
、
約
法
）』、
第
一
四
条
に
よ
る
と
、
大
総
統
は
「
統
治
権
を
総
覧
す
る
」。

こ
の
一
連
の
憲
法
条
文
が
そ
れ
ぞ
れ
の
政
権
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
た
後
、
当
時
の
中
国
の
知
識
人
た
ち
は
こ
れ
ら
の
条
文
を
精
査
の
上
、

批
判
を
提
起
し
、
特
に
『
臨
時
約
法
』
と
『
約
法
』
を
中
心
に
論
争
が
起
こ
っ
た
。

　
白
堅
）
142
（

武
は
、『
臨
時
約
法
』
第
四
条
に
つ
い
て
、
統
治
権
は
ド
イ
ツ
国
法
学
を
源
流
と
し
、
諸
権
力
を
制
限
す
る
と
同
時
に
そ
れ
ら
に

よ
っ
て
制
限
さ
れ
な
い
各
人
民
団
体
の
上
に
あ
る
絶
対
的
な
国
家
権
力
で
あ
る
と
考
え
た
。
国
家
は
不
可
分
で
あ
る
ゆ
え
に
国
家
の
統
治

権
も
不
可
分
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
第
四
条
が
定
め
た
四
つ
の
機
関
（
参
議
院
、
臨
時
大
総
統
、
国
務
員
、
法
院
）
が
共
に
統
治
権
を
管
掌

す
る
こ
と
に
対
し
て
、
秋
）
143
（

桐
は
、
統
治
権
はSoevugeiryt

（
原
文
の
マ
マ
、Souveranitat

の
誤
り
か
―
筆
者
）
に
相
当
す
る
不
可
分
の
概
念

で
あ
る
と
唱
え
た
。
ま
た
、
も
し
『
臨
時
約
法
』
の
条
文
に
従
っ
て
統
治
権
を
四
つ
の
異
な
る
機
関
に
分
け
た
ら
、
憲
法
学
上
の
説
明
は

難
し
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
秋
桐
に
よ
る
と
、Soevugeiryt

は
統
治
権
の
他
に
、
主
権
と
訳
す
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
時
に
、

『
臨
時
約
法
』
の
第
二
条
は
、
統
治
権
で
は
な
く
主
権
が
国
民
全
体
に
属
す
る
旨
を
規
定
し
た
の
で
、
臨
時
約
法
に
あ
る
主
権
（
第
二

条
）
と
統
治
権
（
第
四
条
）
の
概
念
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
一
四
年
に
『
中
華
民
国
約
法
』
が
公

布
さ
れ
た
後
、
統
治
権
は
『
臨
時
約
法
』
と
異
な
り
、
明
治
憲
法
第
四
条
を
模
倣
し
て
大
総
統
に
よ
っ
て
総
攬
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
し

か
し
、
天
）
144
（
雲
は
、
明
治
憲
法
第
四
条
が
定
め
た
「
天
皇
ハ
国
ノ
元
首
ニ
シ
テ
統
治
権
ヲ
総
攬
シ
此
ノ
憲
法
ノ
条
規
ニ
依
リ
之
ヲ
行
フ
」
の

要
点
は
、
天
皇
の
超
然
た
る
地
位
を
示
す
こ
と
に
で
は
な
く
、
天
皇
専
制
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
天
雲
は
さ
ら
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
憲
法
に
も
あ
る
統
治
権
総
攬
に
関
す
る
諸
規
定
は
、
明
治
憲
法
第
四
条
の
趣
旨
に
類
似
す
る
規
範
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
る

が
、『
約
法
』
に
は
そ
の
痕
跡
が
見
え
な
い
こ
と
を
批
判
し
た
。

　
前
述
の
通
り
、
近
代
中
国
に
お
い
て
、
憲
法
は
中
央
政
権
を
打
ち
た
て
、
国
家
の
統
一
を
守
る
道
具
と
し
て
存
在
し
て
き
た
。
民
国
初

年
の
混
乱
に
鑑
み
て
、
大
総
統
の
袁
世
凱
は
総
統
権
力
の
拡
大
を
通
じ
て
国
会
の
掣
肘
を
避
け
て
政
令
の
通
達
を
図
っ
た
。
こ
の
思
想
の
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下
で
作
ら
れ
た
『
約
法
』
は
大
総
統
の
権
力
を
皇
帝
権
力
の
よ
う
に
無
限
に
拡
大
さ
せ
た
。
し
か
し
大
総
統
が
持
つ
統
治
権
が
次
第
に
拡

大
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
民
衆
の
思
想
を
、
全
局
面
を
率
い
る
賢
明
な
君
主
の
出
現
、
さ
ら
に
君
主
制
の
復
活
に
導
き
、
帝
政

復
帰
を
め
ぐ
る
国
体
論
争
が
勃
発
し
た
。

㈢
　
国
体
・
政
体
に
対
す
る
継
受
及
び
発
展

1　

一
九
一
五
年
の
国
体
論
争

　
悪
化
し
続
け
る
民
国
初
年
の
政
治
状
況
に
伴
い
、
国
民
は
確
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
民
国
政
体
に
疑
義
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
一
九
一
五

年
に
国
体
論
争
が
起
き
た
。
こ
の
君
主
制
と
民
主
制
を
め
ぐ
る
論
争
は
、「
中
国
人
に
対
し
て
国
体
の
本
質
と
法
律
の
原
理
を
明
ら
か

に
」
す
る
も
の
で
あ
り
、「
現
実
政
治
に
対
す
る
思
考
と
未
来
の
中
国
の
運
命
へ
の
関
心
は
、
民
国
初
期
の
中
国
人
に
と
っ
て
重
大
な
啓

蒙
的
役
割
を
果
た
し
）
145
（
た
」。

　
国
体
問
題
を
め
ぐ
る
論
争
は
清
国
末
期
の
立
憲
派
と
革
命
派
の
間
の
論
）
146
（

戦
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
「
政
体
を
変
え
る
な
ら
ば
ま

ず
は
国
体
を
変
え
る
べ
）
147
（

き
」
と
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
た
。
辛
亥
革
命
以
降
に
清
国
政
府
と
革
命
派
は
一
応
「
国
民
会
議
を
開
催

し
国
体
問
題
を
解
決
す
）
148
（
る
」
形
で
互
い
に
妥
協
を
図
っ
た
が
、
清
国
皇
帝
の
退
位
詔
書
で
「
統
治
権
を
全
国
に
譲
り
、
共
和
立
憲
国
体
と

定
め
る
」
こ
と
が
宣
言
さ
れ
、
国
体
論
争
に
は
一
区
切
り
が
つ
い
た
。
一
九
一
二
年
、
袁
世
凱
は
中
華
民
国
大
総
統
に
着
任
し
た
。
実
際

に
政
治
事
務
の
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、
袁
の
み
な
ら
ず
多
く
の
中
国
の
知
識
人
と
政
局
に
あ
る
者
は
民
主
共
和
国
体
で
は
中
国
の
独
立
と

富
強
と
を
実
現
で
き
な
い
こ
と
に
想
到
し
、
帝
政
復
活
の
思
想
が
次
第
に
現
れ
て
き
た
。
一
九
一
四
年
末
に
は
、
北
京
の
旧
王
朝
を
復
活

さ
せ
る
言
説
が
流
行
し
）
149
（
た
。

　
一
九
一
五
年
八
月
二
三
日
、
楊
度
ら
が
君
主
制
と
民
主
制
ど
ち
ら
の
国
体
が
中
国
に
適
合
す
る
の
か
を
研
究
す
る
「
籌
安
会
」
を
設
立

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
国
体
論
争
の
幕
が
開
か
れ
た
。
楊
度
ら
は
『
君
憲
救
国
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
著
作
と
文
書
を
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通
じ
て
、「
立
憲
政
治
な
く
し
て
国
を
救
う
こ
と
が
で
き
ず
、
君
主
政
治
な
く
し
て
立
憲
は
実
現
で
き
な
）
150
（
い
」
こ
と
を
唱
え
、
君
主
国
体

に
す
る
こ
と
で
立
憲
政
体
の
樹
立
が
実
現
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
民
族
独
立
と
国
家
富
強
と
が
実
現
で
き
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

　
実
際
、
近
代
中
国
で
国
体
問
題
を
議
論
す
る
こ
と
の
本
旨
は
、
中
国
の
国
情
に
相
応
し
い
政
治
制
度
（
政
体
）
を
選
ぶ
こ
と
に
あ
る
。

学
理
的
に
見
れ
ば
、
近
代
中
国
に
受
容
さ
れ
た
「
国
体
」
と
「
政
体
」
の
区
分
は
、
西
洋
の
学
問
に
発
す
る
も
の
で
は
な
く
、
穂
積
八
束

が
『
憲
法
大
意
』
で
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
穂
積
の
学
説
に
よ
る
と
、
国
体
は
主
権
の
所
在
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
政
体
は
統
治
権
の
形

式
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
国
体
は
簡
単
に
変
更
で
き
ず
、
政
体
は
情
勢
に
応
じ
て
変
化
す
べ
き
も
の
と
し
た
。
穂
積
の

国
体
・
政
体
論
は
、
中
国
の
国
体
論
争
に
お
い
て
梁
啓
超
が
発
表
し
た
「
異
哉
所
謂
国
体
問
題
）
151
（

者
」
に
現
れ
た
。
梁
は
、
国
体
の
価
値
は

代
替
不
可
能
な
も
の
で
、
全
て
の
政
体
を
め
ぐ
る
議
論
は
必
ず
既
存
の
国
体
（
中
華
民
国
の
場
合
は
民
主
国
体
―
筆
者
）
を
前
提
と
し
て
行

う
べ
き
だ
と
し
た
。
よ
っ
て
、「
政
論
家
は
た
だ
政
体
を
め
ぐ
る
議
論
の
み
を
行
い
、
国
体
に
関
す
る
も
の
は
議
論
で
き
な
い
し
、
議
論

し
得
な
）
152
（
い
」
の
で
あ
る
。

　
一
九
一
五
年
の
国
体
論
争
の
本
質
は
、
政
治
秩
序
が
安
定
す
る
過
程
に
お
け
る
国
家
の
象
徴
と
政
治
的
権
威
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
）
153
（

る
。

君
主
国
体
の
主
張
者
た
ち
は
、
民
国
初
年
の
政
治
的
混
乱
の
解
決
の
た
め
に
、
君
主
を
国
家
の
象
徴
と
し
て
立
て
、
政
治
共
同
体
に
お
い

て
人
心
を
凝
集
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
望
ん
だ
。
こ
れ
に
対
す
る
共
和
派
の
反
論
に
は
、
様
々
な
主
張
が
あ
っ
た
が
、
現
状
維
持
以

外
の
良
策
は
提
案
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
国
体
論
争
の
結
果
、
参
議
院
は
袁
世
凱
に
、
一
九
一
五
年
内
に
国
民
会
議
を
開
催
し
て
国
体
問
題
を
議
決
せ
よ
と
の
建
議
を
行
っ
た
。

一
一
月
二
〇
日
、
全
国
各
省
の
投
票
の
結
果
、
一
九
九
三
票
全
て
が
国
体
を
君
主
国
体
に
変
え
る
こ
と
に
賛
成
し
た
。
一
二
月
一
一
日
、

参
議
院
は
投
票
結
果
に
従
っ
て
袁
世
凱
に
『
総
推
戴
書
』
を
進
呈
し
、
翌
日
、
袁
世
凱
は
『
総
推
戴
書
』
を
受
け
入
れ
て
帝
位
に
就
き
、

彼
の
八
三
日
の
皇
帝
時
代
が
始
ま
っ
た
。

　
一
九
一
六
年
に
袁
世
凱
が
逝
去
し
た
後
、
民
国
の
政
治
体
制
は
再
び
『
中
華
民
国
臨
時
約
法
』
が
定
め
た
共
和
制
の
枠
に
戻
っ
た
。
こ
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こ
に
清
末
民
初
期
の
憲
法
制
定
と
政
治
闘
争
に
お
い
て
「
国
体
」
の
果
た
し
た
役
割
は
終
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

2　

毛
澤
東
の
新
民
主
主
義
国
体
・
政
体
論

　
周
知
の
通
り
、
現
代
日
本
で
は
「
国
体
」
は
既
に
死
語
で
あ
る
が
、
中
華
人
民
共
和
国
に
お
い
て
は
、
新
し
い
意
味
の
下
に
、
今
も
継

続
し
て
使
用
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
国
に
お
け
る
国
体
概
念
の
変
遷
を
検
討
す
る
た
め
に
、
毛
澤
東
が
唱
え
た
新
民
主
主
義
国
体
・
政
体

論
に
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
袁
世
凱
が
亡
く
な
っ
た
後
、
近
代
中
国
は
軍
閥
割
拠
の
時
代
に
入
っ
た
。
一
九
二
四
年
に
、
孫
文
の
国
民
党
は
一
九
二
一
年
に
発
足
し

た
ば
か
り
の
共
産
党
と
第
一
次
国
共
合
作
を
行
い
、
広
州
か
ら
北
上
す
る
北
伐
戦
争
を
開
始
し
た
あ
と
、
速
や
か
に
中
国
を
統
一
し
、
一

九
四
八
年
ま
で
存
続
し
た
南
京
国
民
政
府
を
建
て
た
。
た
だ
し
、
一
九
二
七
年
に
孫
文
の
衣
鉢
を
継
い
だ
蔣
介
石
が
国
民
革
命
を
裏
切
り
、

中
国
共
産
党
員
を
虐
殺
し
、
国
民
共
産
両
党
の
直
接
的
な
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
。
日
中
戦
争
中
に
は
第
二
次
国
共
合
作
が
行
わ
れ
た
が
、

南
京
国
民
政
府
は
共
産
党
殲
滅
の
企
て
を
持
ち
続
け
た
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
毛
澤
東
が
日
中
戦
争
中
の
一
九
四
〇
年
に
『
新
民
主
主
義
論
』
を
発
表
し
、「
中
国
の
行
く
末
」
を
問
う
た
。

こ
の
著
作
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
著
作
、
講
演
の
中
に
は
、
彼
の
体
系
的
な
新
民
主
主
義
国
体
論
と
政
体
論
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
毛
に
よ
る
と
、
国
体
問
題
は
「
清
朝
の
末
期
か
ら
数
十
年
も
喧
し
く
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
実
の
と
こ

ろ
、
そ
れ
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
社
会
の
諸
階
級
が
国
家
の
中
で
占
め
る
地
位
と
い
う
問
題
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
）
154
（

う
。
彼
が
唱
え
た
国

体
の
概
念
は
、
政
権
の
階
級
的
性
質
と
階
級
帰
属
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
新
民
主
主
義
国
体
に
お
い
て
指
導
者
階
級
を
占
め
る
の
は
「
労

働
者
階
級
、
農
民
階
級
お
よ
び
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
同
盟
で
あ
り
、
主
と
し
て
労
働
者
と
農
民
の
同
盟
で
あ
る
」
と
し
、「
新
民

主
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
移
行
す
る
に
も
、
主
と
し
て
こ
の
二
つ
の
階
級
の
同
盟
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
155
（

い
」
と
し
た
。

　
新
民
主
主
義
の
「
新
」
は
主
に
指
導
階
級
の
「
刷
新
」
を
示
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
の
理
論
に
従
う
と
、
封
建
主
義
を
打
ち
倒
す
の
は
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ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
革
命
、
即
ち
民
主
主
義
革
命
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
代
中
国
の
資
本
主
義
の
発
展
は
極
め
て
緩
や
か
で
あ
っ
た
の
で
、

中
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
も
弱
く
、
妥
協
し
や
す
い
性
質
が
あ
っ
た
。
毛
は
、
労
働
者
階
級
を
主
と
し
て
「
新
」
民
主
主
義
革
命
を
行
い
、

「
新
」
民
主
主
義
社
会
の
後
に
、
社
会
主
義
革
命
に
よ
っ
て
社
会
主
義
社
会
に
入
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
新
民
主
主
義
国
体
の
中
で

は
、
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
も
指
導
者
階
級
に
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
社
会
主
義
革
命
に
よ
り
、
中
国
の
国
体
は
社
会
主
義
に
移

行
し
、
現
行
憲
法
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
労
働
者
階
級
が
主
導
、
労
農
同
盟
を
基
礎
」
と
し
た
社
会
主
義
国
家
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
。

つ
ま
り
、
毛
の
新
民
主
主
義
国
体
理
論
は
「
革
命
時
期
の
政
権
建
設
の
理
論
と
実
践
を
指
導
し
、
そ
の
後
の
国
体
問
題
に
関
す
る
認
識
に

強
い
影
響
を
与
え
、
中
国
の
憲
法
、
憲
政
の
理
論
及
び
実
践
の
た
め
の
枠
組
み
と
様
式
を
予
め
確
立
し
た
」
の
で
あ
）
156
（

る
。

　
ま
た
政
体
を
論
じ
る
と
は
、
毛
に
し
て
み
る
と
、「
一
定
の
社
会
階
級
が
、
敵
と
戦
い
自
分
を
守
る
た
め
の
政
権
機
関
を
如
何
な
る
形

態
で
組
織
す
る
）
157
（
か
」
と
い
う
問
題
と
な
る
。
彼
が
唱
え
た
新
民
主
主
義
政
体
論
に
基
づ
く
労
農
兵
代
表
大
会
制
度
は
、
今
日
の
人
民
代
表

大
会
制
度
と
い
う
政
体
に
繫
が
っ
て
い
る
。

　
以
上
要
す
る
に
、
明
治
憲
法
を
源
と
し
て
生
ま
れ
た
「
国
体
」
と
「
政
体
」
は
、
近
代
期
中
国
に
お
い
て
継
受
さ
れ
用
い
ら
れ
つ
つ
、

毛
に
よ
る
階
級
的
意
味
が
新
た
に
加
え
ら
れ
、
現
行
の
憲
法
を
支
え
る
基
本
概
念
の
一
つ
と
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
中
国
に
定
着
し
て

い
る
の
で
あ
る
。五

　
お
わ
り
に

　
あ
ら
ゆ
る
理
論
や
制
度
を
支
え
る
基
本
と
な
る
概
念
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
日
中
両
国
に
お
け
る
国
体
、
政
体
、
主

権
、
統
治
権
の
四
つ
の
憲
法
的
基
本
概
念
の
連
鎖
及
び
そ
の
展
開
を
通
じ
て
、
西
洋
式
の
立
憲
政
治
を
日
中
両
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
土

壌
と
結
び
つ
け
る
た
め
に
企
て
た
諸
々
の
試
み
を
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
、
基
本
概
念
に
対
す
る
理
解
と
解
釈
と
は
歴
史
の
過
程
及
び
変
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革
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
。
制
度
移
植
の
過
程
に
見
ら
れ
る
基
本
概
念
を
実
際
に
受
容
す
る
際
に
生
じ
る
衝
突
は
、
日
中
そ
れ
ぞ
れ
の

憲
政
史
の
文
脈
の
中
で
固
有
の
意
義
を
紡
ぎ
出
し
て
き
た
。

　
現
代
中
国
の
憲
法
学
者
の
韓
秀
義
に
よ
る
と
、
現
代
中
国
憲
法
は
、
国
体
・
政
体
に
関
す
る
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
①
国

家
の
統
合
と
、
②
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
制
度
正
当
性
の
立
証
と
い
う
二
つ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、
中

国
憲
法
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
存
立
の
た
め
の
根
本
的
基
盤
を
定
め
、
現
代
中
国
の
国
家
規
範
的
秩
序
を
築
き
上
げ
て
い
る
と
い
）
158
（

う
。

し
か
し
、
中
国
に
お
け
る
憲
法
解
釈
学
は
、
現
行
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
統
治
権
と
主
権
を
意
味
す
る
は
ず
の
「
人
民
に
属
す
る
す
べ
て
の

権
力
（
第
二
条
）」
と
憲
法
概
説
書
で
は
必
ず
言
及
さ
れ
る
「
国
体
」
と
「
政
体
」
の
解
釈
に
は
、
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
未
だ
始
め
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
国
体
、
政
体
、
さ
ら
に
主
権
、
統
治
権
等
の
基
本
概
念
の
源
流
に
遡
り
、
考
察
を
踏
ま
え
た
の
で
あ
る
。

（
1
）  

王
健
は
『
溝
通
両
個
世
界
的
法
律
意
義
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
で
、
中
国
か
ら
日
本
に
向
け
た
法
律
用
語
の
伝
播
に
着

目
し
、
一
九
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
法
の
導
入
過
程
、
及
び
近
代
日
中
両
国
間
の
法
律
用
語
の
交
流
を
整
理
し
て
、『
仮
刑
律
』、『
新

律
綱
領
』
及
び
『
改
定
律
例
』
に
お
い
て
は
、
日
本
は
ま
だ
中
国
由
来
の
法
律
用
語
を
使
っ
て
い
た
が
、『
日
本
国
志
』
が
刊
行
さ
れ
て
以
降
、

両
国
間
の
法
律
用
語
の
受
容
情
勢
は
逆
転
し
た
、
と
述
べ
た
。
孫
建
軍
は
『
近
代
日
本
語
の
起
源
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
五
年
）
で
、

漢
訳
洋
書
の
導
入
と
西
洋
認
識
の
た
め
の
用
語
の
成
立
、
更
に
日
本
独
自
の
政
治
経
済
用
語
の
成
立
の
三
つ
の
方
面
か
ら
考
察
を
加
え
た
。
南
雲

千
香
子
は
、
明
治
期
の
訴
訟
法
用
語
の
翻
訳
状
況
を
考
察
し
た
上
で
、
箕
作
麟
祥
が
新
し
い
概
念
を
表
現
す
る
た
め
の
用
語
の
鋳
造
時
に
直
面
し

た
問
題
及
び
そ
の
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
（
南
雲
千
香
子
「
箕
作
麟
祥
訳
『
仏
蘭
西
法
律
書
・
訴
訟
法
』
の
漢
語
訳
語
：
法
律
用
語
の
訳
出
傾

向
」『
人
文
』（
第
一
〇
号
、
二
〇
一
一
年
）、
六
九
〜
八
四
頁
と
同
「
明
治
期
法
学
者
の
法
律
用
語
観
：
民
法
典
の
翻
訳
を
巡
っ
て
」『
日
本
語
学

論
集
』（
第
一
三
号
、
二
〇
一
七
年
）、
三
五
〜
五
四
頁
）。
ま
た
、
高
野
繁
男
は
「『
哲
学
字
彙
』
の
和
製
漢
語
：
そ
の
語
基
の
生
成
法
・
造
語

法
」『
人
文
学
研
究
所
報
』（
第
三
七
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
八
七
〜
一
〇
八
頁
で
、
語
基
と
言
語
形
式
を
中
心
に
明
治
期
の
和
製
漢
語
の
造
語
要

素
及
び
造
語
法
を
め
ぐ
っ
て
研
究
を
行
っ
た
。

（
2
）  

喩
江
は
、
英
華
辞
典
と
法
律
用
語
辞
典
を
主
な
素
材
と
し
て
法
律
用
語
の
成
立
を
、
感
知
の
段
階
（
一
八
〇
〇
〜
一
八
六
〇
）、
整
合
の
段
階
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（
一
八
六
〇
〜
一
九
〇
〇
）、
そ
し
て
改
造
と
衡
平
の
段
階
（
一
九
〇
〇
〜
一
九
一
一
）
の
三
つ
の
段
階
に
分
け
た
。「
近
代
中
国
法
学
詞
語
的
形

成
与
発
展
」
中
南
財
経
政
法
大
学
法
律
史
研
究
所
編
『
中
西
法
律
伝
統
（
第
一
巻
）』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
二
四
〜
六
六

頁
。
こ
れ
に
対
し
て
崔
軍
民
は
、
時
系
列
順
で
近
代
中
国
法
律
用
語
の
受
容
を
、
一
八
四
〇
年
以
前
、
ア
ヘ
ン
戦
争
前
後
、
洋
務
運
動
時
期
、
日

清
戦
争
以
降
そ
し
て
二
〇
世
紀
初
頭
と
い
う
五
つ
の
段
階
に
区
分
し
て
、
其
々
の
類
型
及
び
軌
跡
に
関
す
る
検
討
を
加
え
た
（
崔
軍
民
『
萌
芽
期

現
代
法
律
新
詞
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
））。
鄭
艷
は
「
清
末
に
お
け
る
日
中
法
律
用
語
の
交
流
と
借
用
」（
北
京
外
国
語

大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
五
年
）
で
、
漢
訳
の
『
法
国
律
例
』、『
日
本
国
志
・
刑
法
志
』、『
日
本
刑
法
』
を
用
い
な
が
ら
、
近
代
中
国
の
法
律
用

語
が
日
本
の
法
律
用
語
を
継
受
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
、
当
時
の
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
辞
典
を
用
い
て
、
中
国
語
に
存
す
る
日

本
の
法
律
用
語
の
定
着
率
や
語
構
成
か
ら
、
日
中
両
国
の
法
律
用
語
の
構
成
の
特
徴
と
相
互
の
影
響
を
検
討
し
た
。

（
3
）  

例
え
ば
、
何
勤
華
は
先
行
研
究
を
批
判
し
た
上
で
、『
法
律
名
詞
的
起
源
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
と
い
う
研
究
を
通
じ
て
、
個

別
の
法
律
用
語
に
着
眼
し
て
、
憲
法
用
語
を
含
む
一
五
六
個
に
及
ぶ
法
律
用
語
の
起
源
、
伝
播
の
流
れ
を
考
察
し
た
。

（
4
）  

岩
谷
十
郎
・
片
山
直
也
・
北
居
功
編
『
法
典
と
は
何
か
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）、
四
二
頁
。

（
5
）  

蘇
力
『
大
国
憲
制
：
歴
史
中
国
的
制
度
構
成
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）、
序
文
。

（
6
）  

瀋
国
威
「
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
近
代
西
洋
新
概
念
の
受
容
・
交
流
・
共
有
・
異
化
に
関
す
る
研
究
」『
大
学
研
究
助
成
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
報

告
書
』（
Ｊ
Ｆ
二
一
世
紀
財
団
、
二
〇
〇
九
年
）、
四
〇
頁
。

（
7
）  

瀋
国
威
「
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
近
代
西
洋
新
概
念
の
受
容
・
交
流
・
共
有
・
異
化
に
関
す
る
研
究
」、
四
〇
頁
。

（
8
）  

瀋
国
威
「
蘭
学
の
訳
語
と
新
漢
語
の
創
出
」『
一
九
世
紀
中
国
語
の
諸
像
』（
雄
松
堂
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
二
一
九
頁
。

（
9
）  

前
野
良
沢
、
杉
田
玄
白
訳
『
解
体
新
書
』（
安
永
三
年
＝
一
七
七
四
年
）。

（
10
）  

杉
田
玄
白
、
大
槻
玄
澤
訳
『
重
訂
解
体
新
書
』（
文
政
九
年
＝
一
八
二
六
年
）。

（
11
）  

既
存
の
漢
字
語
で
西
洋
語
を
訳
す
こ
と
。
例
え
ば
血
液
、
肋
骨
な
ど
。

（
12
）  

漢
字
を
使
っ
て
新
し
い
言
葉
を
作
る
こ
と
。
例
え
ば
神
経
な
ど
。

（
13
）  

漢
字
で
オ
ラ
ン
ダ
語
の
発
音
を
表
す
こ
と
。
例
え
ば
機
里
爾
（
今
は
「
腺
」
に
訳
し
て
い
る
）
な
ど
。

（
14
）  

瀋
国
威
「
蘭
学
の
訳
語
と
新
漢
語
の
創
出
」、
二
六
〇
頁
。

（
15
）  

瀋
国
威
「
蘭
学
の
訳
語
と
新
漢
語
の
創
出
」、
二
六
〇
頁
。

（
16
）  

一
八
四
〇
年
代
頃
に
、
日
本
で
は
既
に
オ
ラ
ン
ダ
の
法
典
の
翻
訳
が
着
手
さ
れ
て
い
た
。
山
口
亮
介
は
「
天
保
・
弘
化
期
の
オ
ラ
ン
ダ
法
典
翻
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訳
に
お
け
るburger

関
連
語
の
訳
出
」
額
定
其
労
・
高
田
久
実
ほ
か
編
集
『
身
分
と
経
済
』（
慈
学
社
出
版
、
二
〇
一
九
年
）、
三
四
七
〜
三
八

九
頁
で
、『
和
蘭
律
書
』
の
「
断
罪
篇
」
を
主
な
資
料
と
し
て
、
原
典
に
あ
るburger

の
翻
訳
の
仕
方
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

（
17
）  

穂
積
陳
重
『
法
窓
夜
話
』（
有
斐
閣
、
大
正
一
五
年
＝
一
九
二
六
年
）、
一
六
四
頁
。

（
18
）  
シ
モ
ン
・
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
著
、
津
田
真
道
訳
『
泰
西
国
法
論
』（
開
成
所
、
慶
應
四
年
＝
一
八
六
八
年
）。

（
19
）  
畢
洒
林
說
、
西
周
助
譯
述
『
畢
洒
林
氏
萬
國
公
法
』（
敦
賀
屋
為
七
、
慶
應
四
年
＝
一
八
六
八
年
）。

（
20
）  
加
藤
弘
之
『
立
憲
政
体
略
』（
上
州
屋
摠
七
、
慶
應
四
年
＝
一
八
六
八
年
）。

（
21
）  

大
槻
文
彦
『
箕
作
麟
祥
君
傅
』（
丸
善
、
明
治
四
〇
年
＝
一
九
〇
七
年
）、
八
八
頁
。

（
22
）  

手
塚
豊
「
明
治
法
制
史
上
に
お
け
る
ヂ
ュ
・
ブ
ス
ケ
と
ブ
ス
ケ
」『
明
治
史
研
究
雑
纂
』（
慶
應
通
信
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
）  

大
槻
文
彦
『
箕
作
麟
祥
君
傅
』、
八
九
〜
九
〇
頁
。

（
24
）  

南
雲
千
香
子
「
箕
作
麟
祥
訳
『
仏
蘭
西
法
律
書
・
訴
訟
法
』
の
漢
語
訳
語
」、
六
九
頁
。

（
25
）  

南
雲
千
香
子
「
箕
作
麟
祥
訳
『
仏
蘭
西
法
律
書
・
訴
訟
法
』
の
漢
語
訳
語
」、
六
九
頁
。

（
26
）  

穂
積
陳
重
『
法
窓
夜
話
』、
一
六
五
〜
一
六
六
頁
。

（
27
）  

加
藤
周
一
「
明
治
初
期
の
翻
訳
」『
翻
訳
の
思
想
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）、
三
六
一
〜
三
六
六
頁
。
加
藤
は
借
用
語
を
蘭
学
由
来
の
も

の
と
漢
学
由
来
の
も
の
に
分
け
た
が
、
本
稿
で
は
後
者
の
み
を
検
討
す
る
。

（
28
）  

マ
シ
ニ
著
、
黄
河
清
訳
『
現
代
漢
語
的
形
成
：
十
九
世
紀
漢
語
外
来
詞
的
研
究
』、
九
八
頁
。

（
29
）  

鄭
艷
「
清
末
に
お
け
る
日
中
法
律
用
語
の
交
流
と
借
用
」、
七
七
頁
。

（
30
）  

池
岡
直
孝
『
国
体
観
念
の
研
究
』（
同
文
舘
、
大
正
一
二
年
＝
一
九
二
三
年
）、
二
七
頁
。

（
31
）  

艾
如
略
著
、
謝
方
校
訳
『
職
外
方
紀
校
釋
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
）、
七
二
頁
。

（
32
）  

モ
リ
ソ
ン
『
華
英
字
典
』
は
、『
字
典
』（
一
八
一
五
年
）、『
五
車
韵
府
』（
一
八
一
九
年
）、『
英
華
字
典
』（
一
八
二
二
年
）
か
ら
成
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
宮
田
和
子
『
英
華
辞
典
の
総
合
的
研
究
：
一
九
世
紀
を
中
心
と
し
て
』（
白
帝
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
一
七
〜
五
八
頁
に
詳
し
い
。

（
33
）  

黄
実
鑑
『
東
西
洋
考
毎
月
統
計
伝
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
）、
三
三
九
頁
。

（
34
）  

黄
実
鑑
『
東
西
洋
考
毎
月
統
計
伝
』、
三
五
三
頁
。

（
35
）  

万
国
公
法
の
翻
訳
の
背
景
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
周
園
「
丁
韪
良
の
生
涯
と
『
万
国
公
法
』
漢
訳
の
史
的
背
景
」『
一
橋
法
学
』（
第
九
巻

第
三
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
九
二
九
〜
九
六
六
頁
と
同
氏
「
丁
韪
良
『
万
国
公
法
』
の
翻
訳
手
法

―
漢
訳
『
万
国
公
法
』
一
巻
を
素
材
と
し
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て
」『
一
橋
法
学
』（
第
一
〇
巻
第
二
号
、
二
〇
一
一
年
）、
六
七
九
〜
七
二
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
36
）  

『
万
国
公
法
』
が
中
国
語
に
訳
さ
れ
る
前
に
、
林
則
徐
は
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
パ
ー
カ
ー
（Peter Parker

、
一
八
〇
四
〜
一
八
八
九
）
と
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
で
英
語
を
学
ん
だ
中
国
人
袁
徳
輝
を
訳
者
と
し
て
、
ス
イ
ス
人
法
学
者
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
（Em

m
erich de Vattel

、
一
七
一
四
〜
一
七

六
七
）
が
著
し
た
国
際
法
に
関
す
る
著
作
の
一
部
分
を
監
訳
し
、『
各
国
律
例
』
と
名
付
け
た
。
こ
れ
は
「
存
在
す
る
歴
史
記
録
の
中
で
、
国
際

法
が
中
国
に
導
入
さ
れ
た
最
初
の
翻
訳
活
動
」
で
あ
る
（
林
用
俣
「
論
林
則
徐
組
織
的
翻
譯
工
作
」『
林
則
徐
鴉
片
戦
争
研
究
論
文
集
』（
福
建
人

民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
））。

（
37
）  

汪
向
栄
『
日
本
教
習
』（
三
聯
書
店
、
一
九
八
八
年
）、
二
九
〜
三
〇
頁
。

（
38
）  

費
正
清
『
剣
橋
中
国
晩
清
史
（
下
）』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）、
三
九
〇
頁
。

（
39
）  

崔
軍
民
『
萌
芽
期
的
現
代
法
律
新
詞
研
究
』、
一
四
七
頁
。

（
40
）  

張
之
洞
『
勧
学
篇
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
八
八
頁
。

（
41
）  

張
之
洞
『
勧
学
篇
』
一
〇
二
頁
。

（
42
）  

梁
啓
超
「
論
学
日
本
文
之
益
」『
新
議
報
』（
第
一
〇
冊
、
一
八
九
九
年
）。

（
43
）  

近
代
中
国
に
お
い
て
訳
さ
れ
た
日
本
語
著
書
に
つ
い
て
は
、
譚
汝
謙
編
『
中
国
訳
日
本
書
綜
合
目
録
』（
香
港
中
文
大
学
出
版
社
、
一
九
八
〇

年
）
を
参
照
。

（
44
）  

例
え
ば
一
九
〇
二
〜
〇
四
年
の
間
に
、
英
語
か
ら
八
九
部
、
ド
イ
ツ
語
か
ら
二
三
部
、
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
一
七
部
、
日
本
語
か
ら
三
二
一
部
の

著
書
が
漢
訳
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
は
、
一
六
％
、
四
％
、
三
％
、
六
〇
％
で
あ
る
。
熊
月
之
『
西
学
東
漸
与
晩
清
社
会
』（
上
海
人
民
出

版
社
、
一
九
九
四
年
）、
六
四
〇
頁
。

（
45
）  

王
国
維
「
論
新
学
語
之
輸
入
」『
王
国
維
全
集
（
第
二
巻
）』（
漸
江
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
一
二
七
頁
。

（
46
）  

王
国
維
「
論
新
学
語
之
輸
入
」、
一
二
九
頁
。

（
47
）  

王
国
維
「
論
新
学
語
之
輸
入
」、
一
二
八
頁
。

（
48
）  

王
国
維
「
論
新
学
語
之
輸
入
」、
一
二
七
頁
。

（
49
）  

瀋
家
本
『
寄
簃
文
存
（
巻
四
）』（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
七
六
年
）。

（
50
）  

小
倉
紀
蔵
『
朱
子
学
化
す
る
日
本
近
代
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
二
年
）、
一
〇
頁
。

（
51
）  

こ
の
「
二
元
化
基
準
」
は
中
国
の
憲
法
学
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
体
に
よ
っ
て
国
家
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
、
政
体
に
よ
っ
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て
一
国
の
政
権
の
本
質
を
究
め
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
元
化
基
準
に
よ
る
と
、
現
代
中
国
の
本
質
は
「
人
民
民
主
独
裁
の
社
会
主
義
国
家

（
＝
国
体
）」
で
あ
り
、
そ
の
政
権
組
織
形
式
は
「
人
民
代
表
大
会
制
度
（
＝
政
体
）」
で
あ
る
。

（
52
）  

林
来
梵
「
国
体
憲
法
学
」『
中
外
法
学
』（
二
六
巻
五
号
、
二
〇
一
四
年
）、
一
一
三
八
頁
。

（
53
）  
二
十
五
史
は
、
中
国
の
王
朝
の
正
史
二
四
書
と
『
清
史
稿
』
の
こ
と
で
あ
る
。

（
54
）  
出
典
は
「
成
帝
紀
」『
漢
書
』（
巻
一
〇
、
成
帝
紀
第
一
〇
）。

（
55
）  
出
典
は
「
文
学
伝
上
・
李
澣
伝
」『
遼
史
』（
巻
一
〇
三
、
列
伝
第
三
三
）。

（
56
）  

出
典
は
「
穆
宗
」『
旧
唐
書
』（
巻
一
六
、
本
紀
第
一
六
）。

（
57
）  

出
典
は
「
徐
溥
列
伝
」『
明
史
』（
巻
一
八
一
、
列
伝
第
六
九
）。

（
58
）  

出
典
は
「
範
鎮
伝
」『
宋
史
』（
巻
三
三
七
、
列
伝
第
九
六
）。

（
59
）  

出
典
は
「
江
統
伝
」『
晋
書
』（
巻
五
六
、
列
伝
第
二
六
）。

（
60
）  

出
典
は
「
張
浩
伝
附
子
汝
霖
伝
」『
金
史
』（
巻
八
三
、
列
伝
第
二
一
）。

（
61
）  

倉
野
憲
司
他
校
注
『
古
事
記
・
祝
詞
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）、
一
四
頁
。

（
62
）  

小
林
敏
男
『
国
体
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
か
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
）、
四
頁
。

（
63
）  

池
岡
直
孝
『
国
体
観
念
の
研
究
』（
同
文
舘
、
一
九
二
三
年
）、
二
六
頁
。

（
64
）  

徐
興
慶
「
朱
瞬
水
の
思
想
と
徳
川
儒
教
の
発
展
」
井
上
克
人
編
『
朱
子
学
と
近
世
・
近
代
東
ア
ジ
ア
』（
台
大
出
版
中
心
、
二
〇
一
二
年
）、
一

七
七
頁
。

（
65
）  

米
原
謙
「
国
体
」『
天
皇
か
ら
民
主
主
義
ま
で
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
六
年
）、
九
七
頁
。

（
66
）  

米
原
謙
「
国
体
」、
九
七
頁
。

（
67
）  

川
口
浩
他
『
日
本
経
済
思
想
史
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
八
年
）、
一
二
二
頁
。

（
68
）  

徳
川
斉
昭
『
弘
道
館
記
』（
天
保
九
年
＝
一
八
三
八
年
）。

（
69
）  

藤
田
幽
谷
『
正
名
論
』（
寛
政
三
年
＝
一
七
九
一
年
）。

（
70
）  

菊
池
謙
二
郎
編
『
藤
田
幽
谷
関
係
史
料
（
一
）』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
二
年
）、
二
二
九
頁
。

（
71
）  

菊
池
謙
二
郎
編
『
藤
田
幽
谷
関
係
史
料
（
一
）』、
二
二
九
頁
。

（
72
）  

会
沢
安
『
新
論
』（
文
政
八
年
＝
一
八
二
五
年
）。
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（
73
）  

会
沢
安
『
新
論
』（
明
治
書
院
、
昭
和
一
四
年
）、
三
頁
。

（
74
）  

清
水
正
之
『
日
本
思
想
全
史
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
五
年
）、
二
八
七
頁
。

（
75
）  

加
藤
弘
之
『
国
体
新
論
』（
谷
山
楼
、
明
治
七
年
）、
一
頁
。

（
76
）  
博
文
館
『
太
陽
』（
第
一
八
巻
第
四
号
）、
三
頁
。

（
77
）  
船
口
萬
壽
『
国
体
思
想
変
遷
史
』（
国
体
科
学
社
、
昭
和
五
年
＝
一
九
三
〇
年
）、
二
八
四
頁
。

（
78
）  
高
田
早
苗
「
通
俗
大
日
本
帝
国
憲
法
注
解
」『
読
売
新
聞
』（
明
治
二
二
年
＝
一
八
八
九
年
二
月
一
九
日
）。

（
79
）  

船
口
萬
壽
『
国
体
思
想
変
遷
史
』、
二
八
四
頁
。

（
80
）  

し
か
し
、
一
部
の
学
者
は
、「
国
体
」
は
憲
法
学
界
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
戦
後
日
本
で
生
ま
れ
た
「
新
国
体
」
は
否
認
で
き
な
い
と
す

る
。
例
え
ば
池
田
信
夫
は
「
表
で
は
平
和
憲
法
に
よ
っ
て
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
国
を
守
る
が
、
裏
で
は
日
米
同
盟
と
い
う
超
越
的

な
権
力
の
支
配
す
る
戦
後
日
本
の
国
体
が
で
き
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
が
検
討
す
る
問
題
で
は
な
い
の
で
こ
こ
で
は
詳
細
を
略
す
。

池
田
信
夫
『
丸
山
眞
男
と
戦
後
日
本
の
国
体
』（
白
水
社
、
二
〇
一
八
年
）、
八
五
頁
。

（
81
）  

出
典
は
「
高
閭
伝
」『
北
史
』（
巻
三
四
、
列
伝
第
二
二
）。

（
82
）  

出
典
は
「
裕
宗
伝
」『
元
史
』（
巻
一
一
五
、
列
伝
第
二
）。

（
83
）  

伊
藤
仁
斎
『
童
子
問
（
下
）』（
宝
永
四
年
＝
一
七
〇
四
年
）。

（
84
）  

出
典
は
「
林
紹
年
伝
」『
清
史
稿
』（
巻
四
三
八
、
列
伝
第
二
二
五
）。

（
85
）  

出
典
は
「
徳
宗
本
紀
」『
清
史
稿
』（
巻
二
四
、
本
紀
行
第
二
四
）。

（
86
）  

河
野
有
理
「
政
体
」『
天
皇
か
ら
民
主
主
義
へ
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
六
年
）、
一
六
〇
頁
。

（
87
）  

加
藤
弘
之
『
立
憲
政
体
略
』（
慶
應
四
年
＝
一
八
六
八
年
）。

（
88
）  

西
周
『
百
学
連
環
（
二
　
下
）』（
明
治
三
年
一
八
七
〇
年
）。

（
89
）  

河
野
有
理
「
政
体
」、
一
六
〇
頁
。

（
90
）  

河
野
有
理
「
政
体
」、
一
六
三
頁
。

（
91
）  

河
野
有
理
「
政
体
」、
一
六
八
頁
。

（
92
）  

河
野
有
理
「
政
体
」、
一
六
八
頁
。

（
93
）  

穂
積
八
束
「
憲
法
の
精
神
」『
明
義
』（
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
〇
〇
年
四
月
）、
○
頁
。
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（
94
）  

穂
積
八
束
「
憲
法
の
精
神
」、
○
頁
。

（
95
）  

河
野
有
理
「
政
体
」、
一
七
〇
頁
。

（
96
）  

出
典
は
「
張
居
正
列
伝
」『
明
史
』（
巻
二
一
三
、
列
伝
第
一
〇
一
）。

（
97
）  
出
典
は
「
高
宗
三
女
伝
」『
新
唐
書
』（
巻
八
三
、
列
伝
第
八
）。

（
98
）  
押
村
高
「
国
家
主
権
」『
政
治
概
念
の
歴
史
的
展
開
（
第
七
巻
）』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
五
年
）、
一
頁
。

（
99
）  
出
典
「
邦
交
志
三
・
法
蘭
西
条
」『
清
史
稿
』（
巻
一
五
五
、
志
第
一
三
〇
）。

（
100
）  

楊
焯
『
丁
訳
万
国
公
法
研
究
』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）、
二
三
九
頁
。

（
101
）  

重
野
安
繹
訳
述
『
和
訳
万
国
公
法
』
嘉
藤
周
一
丸
山
真
男
『
翻
訳
の
思
想
』、
八
〜
一
一
頁
。

（
102
）  

稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
（
上
）』（
有
斐
閣
、
昭
和
六
二
年
＝
一
九
八
七
年
）、
五
九
九
頁
。

（
103
）  

例
え
ば
「
紫
冥
会
主
旨
」『
報
知
新
聞
』（
明
治
一
四
年
＝
一
八
八
一
年
九
月
二
四
日
）。

（
104
）  

例
え
ば
「
主
権
概
論
」『
東
京
輿
論
新
誌
』（
第
五
六
号
、
明
治
一
四
年
＝
一
八
八
一
年
一
二
月
三
日
）。

（
105
）  

例
え
ば
「
讀
日
報
記
者
主
権
論
」『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』（
明
治
一
五
年
＝
一
八
八
二
年
一
月
一
八
〜
二
四
日
）。

（
106
）  

例
え
ば
「
主
権
論
」『
東
京
日
々
新
聞
』（
明
治
一
五
年
＝
一
八
八
二
年
一
月
一
四
日
、
一
六
日
、
一
七
日
）。

（
107
）  

西
村
裕
一
「
日
本
憲
法
学
に
お
け
る
国
体
概
念
の
導
入

―
明
治
一
五
年
の
憲
法
学
序
説
」
高
橋
和
之
編
『
西
欧
立
憲
主
義
の
継
受
と
変
容
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）、
五
九
頁
。

（
108
）  

西
村
裕
一
「
日
本
憲
法
学
に
お
け
る
国
体
概
念
の
導
入

―
明
治
一
五
年
の
憲
法
学
序
説
」、
五
八
、
六
八
頁
。

（
109
）  

出
典
は
「
楚
王
劉
交
伝
附
劉
向
伝
」『
漢
書
』（
巻
三
六
、
楚
王
伝
第
六
）。

（
110
）  

志
築
忠
雄
訳
『
異
人
恐
怖
伝
』（
享
和
二
年
＝
一
八
〇
二
年
）。

（
111
）  

出
典
は
「
邦
交
志
六
・
日
本
条
」『
清
史
稿
』（
巻
一
五
八
、
志
第
一
八
三
）。

（
112
）  

福
沢
諭
吉
『
西
洋
事
情
（
二
・
三
）』（
明
治
三
年
＝
一
八
七
〇
年
）。

（
113
）  

こ
の
本
は
即
ち
、
木
下
周
一
・
荒
川
邦
蔵
共
訳
『
孛
漏
生
国
法
論
（
全
一
二
巻
）』（
独
逸
学
協
会
、
明
治
一
五
年
＝
一
八
八
二
年
）。

（
114
）  

稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
（
上
巻
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）、
五
四
二
頁
。

（
115
）  

木
下
周
一
訳
『
国
権
論
』（
独
逸
学
協
会
、
明
治
一
五
年
＝
一
八
八
二
年
）。

（
116
）  

木
下
周
一
訳
『
国
権
論
（
第
一
号
）』、
緒
言
四
頁
。
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（
117
）  

木
下
周
一
訳
『
国
権
論
（
第
一
号
）』、
緒
言
四
〜
五
頁
。

（
118
）  

木
下
周
一
訳
『
国
権
論
（
第
一
号
）』、
三
頁
。

（
119
）  

木
下
周
一
訳
『
国
権
論
（
第
一
号
）』、
四
頁
。

（
120
）  
木
下
周
一
訳
『
国
権
論
（
第
一
号
）』、
六
〜
八
頁
。

（
121
）  
木
下
周
一
訳
『
国
権
論
（
第
一
号
）』、
五
頁
。

（
122
）  
木
下
周
一
訳
『
国
権
論
（
第
一
号
）』、
二
頁
。

（
123
）  

ル
ー
ス
レ
ル
著
三
浦
良
春
・
青
山
太
郎
共
訳
『
国
権
論
（
付
録
第
一
）』（
独
逸
学
協
会
、
明
治
一
五
年
＝
一
八
八
二
年
）、
一
頁
。

（
124
）  

ル
ー
ス
レ
ル
著
三
浦
良
春
・
青
山
太
郎
共
訳
『
国
権
論
（
付
録
第
一
）』、
三
頁
。

（
125
）  

ル
ー
ス
レ
ル
著
三
浦
良
春
・
青
山
太
郎
共
訳
『
国
権
論
（
付
録
第
一
）』、
三
頁
。

（
126
）  

ル
ー
ス
レ
ル
著
三
浦
良
春
・
青
山
太
郎
共
訳
『
国
権
論
（
付
録
第
一
）』、
七
頁
。

（
127
）  

ル
ー
ス
レ
ル
著
三
浦
良
春
・
青
山
太
郎
共
訳
『
国
権
論
（
付
録
第
二
）』、
九
頁
。

（
128
）  

伊
藤
博
文
『
帝
国
憲
法
義
解
・
皇
室
典
範
義
解
』（
丸
善
出
版
、
昭
和
一
〇
年
＝
一
九
三
五
年
）、
一
三
〜
一
四
頁
。

（
129
）  

同
教
科
書
は
、
統
治
権
、
統
治
機
関
、
統
治
作
用
の
大
綱
か
ら
な
っ
た
。
今
は
慶
應
義
塾
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
岡
田
朝
太
郎
述

『
憲
法
』（
北
京
公
益
法
学
社
編
輯
、
出
版
年
は
一
九
一
〇
年
頃
に
推
定
）。

（
130
）  

嘉
戸
一
将
『
主
権
論
史
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）、
一
六
八
頁
。

（
131
）  

嘉
戸
一
将
『
主
権
論
史
』、
一
七
三
頁
。

（
132
）  

東
京
大
学
出
版
会
『
枢
密
院
会
議
筆
記
（
第
一
巻
）』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）、
○
頁
。

（
133
）  

夏
新
華
他
『
近
代
中
国
憲
法
与
憲
政
研
究
』（
中
国
法
制
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
六
頁
。

（
134
）  

川
口
由
彦
『
日
本
近
代
法
制
史
』（
新
世
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
二
〇
〇
頁
。

（
135
）  

国
憲
起
草
委
員
会
事
務
処
『
草
憲
便
覧
』（
国
憲
起
草
委
員
会
、
民
国
一
四
年
）。
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
。

（
136
）  

学
部
図
書
局
『
国
民
必
読
課
本
初
稿
（
甲
篇
下
巻
）』（
学
部
図
書
局
、
一
九
一
〇
年
）、
一
四
頁
。

（
137
）  

例
え
ば
一
九
〇
七
年
第
七
期
の
『
新
譯
界
』
が
中
国
語
に
訳
さ
れ
た
美
濃
部
達
吉
の
「
主
権
与
統
治
権
論
」
を
掲
載
し
た
。
一
九
〇
七
年
に
刊

行
し
た
宏
文
学
院
が
編
集
し
た
『
法
制
教
科
書
』（
東
亜
公
司
）
と
一
九
〇
八
年
に
刊
行
し
た
『
法
政
理
財
科
教
科
書
：
政
治
学
』（
中
国
図
書
公

司
）
に
あ
る
主
権
と
統
治
権
に
関
す
る
解
説
は
、
明
治
日
本
の
通
説
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
。
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（
138
）  

「
統
治
権
余
論
」『
独
立
週
報
』（
第
一
巻
第
四
期
、
一
九
一
二
年
）。

（
139
）  

陳
耿
夫
「
国
権
統
治
権
主
権
三
者
之
区
別
」『
民
誼
』（
第
九
期
、
一
九
一
三
年
）、
一
〜
一
九
頁
。

（
140
）  

呉
載
盛
「
主
権
与
統
治
権
之
区
別
」『
新
中
国
』（
第
二
巻
第
二
期
、
一
九
二
〇
年
）、
七
一
〜
七
六
頁
。

（
141
）  
葉
斌
「
絶
対
権
力
的
虚
置
」『
史
林
』（
第
六
期
、
二
〇
一
〇
年
）、
一
一
二
頁
。

（
142
）  
白
堅
武
「
論
庸
言
報
張
東
孫
説
統
治
権
之
誤
点
」『
言
治
』（
第
二
巻
第
三
期
、
一
九
一
三
年
）、
三
九
〜
四
三
頁
。

（
143
）  
秋
桐
「
約
法
与
統
治
権
」『
独
立
週
報
』（
第
一
巻
第
一
期
、
一
九
一
二
年
）、
五
〜
七
頁
。

（
144
）  

天
雲
「
総
攬
統
治
権
」『
雅
言
（
上
海
）』（
第
一
巻
第
八
期
、
一
九
一
四
年
）、
五
頁
。

（
145
）  

李
雲
波
「
一
九
一
五
年
国
体
討
論
中
的
学
理
問
題
研
析
」『
泰
山
学
院
学
報
』（
三
七
巻
五
期
、
二
〇
一
五
年
）、
一
〇
〇
頁
。

（
146
）  

当
時
の
立
憲
派
と
革
命
派
の
論
戦
に
つ
い
て
、『
立
憲
論
与
革
命
論
之
激
戦
』（
中
西
編
訳
局
、
光
緒
三
二
年
＝
一
九
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
147
）  

鄧
華
瑩
「
清
季
革
命
論
戦
中
的
国
体
政
体
争
議
」『
社
会
科
学
戦
線
』（
第
一
一
期
、
二
〇
一
八
年
）、
一
一
九
〜
一
二
七
頁
。

（
148
）  

中
国
史
学
会
『
辛
亥
革
命
（
八
）』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）、
八
四
頁
。

（
149
）  

李
雲
波
「
一
九
一
五
年
国
体
討
論
中
的
学
理
問
題
研
析
」、
一
〇
〇
頁
。

（
150
）  

劉
晴
波
編
集
『
楊
度
集
』（
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）、
五
八
二
頁
。

（
151
）  

梁
啓
超
『
梁
啓
超
全
集
（
第
一
〇
巻
）』（
北
京
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
二
九
〇
〇
〜
二
九
〇
五
頁
。

（
152
）  

喩
中
「
所
謂
国
体
」『
法
学
家
』（
第
四
期
、
二
〇
一
五
年
）、
一
六
八
頁
。

（
153
）  

宋
宏
「
共
和
還
是
君
主
」『
学
術
月
刊
』（
第
四
七
巻
第
四
号
、
二
〇
一
五
年
）、
一
三
〜
二
二
頁
。

（
154
）  

毛
澤
東
『
毛
澤
東
選
集
（
第
二
巻
）』（
外
文
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）、
四
八
一
〜
四
八
二
頁
。

（
155
）  

毛
澤
東
『
毛
澤
東
選
集
（
第
四
巻
）』（
外
文
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）、
五
五
四
頁
。

（
156
）  

張
景
峰
「
毛
澤
東
新
民
主
主
義
国
体
思
想
探
討
」『
江
蘇
広
播
電
視
大
学
学
報
』（
二
〇
巻
六
期
、
二
〇
〇
九
年
）、
九
一
〜
九
四
頁
。

（
157
）  

毛
澤
東
『
毛
澤
東
選
集
（
第
二
巻
）』、
四
八
二
頁
。

（
158
）  

韓
秀
義
「
中
国
国
体
的
内
涵
与
規
範
表
達
」『
近
代
中
日
政
治
法
律
的
転
形
与
互
動
国
際
研
討
会
論
文
集
』（
大
連
外
国
語
大
学
、
二
〇
一
九

年
）、
三
七
頁
。
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呉　

迪
（
ゴ
　
テ
キ
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
日
友
好
小
金
橋
談
心
会
　
理
事

　
　
　
　
　
　
撫
順
市
建
州
謙
有
経
貿
有
限
会
社
　
監
事

　
　
　
　
　
　
張
玉
陽
先
生
記
念
人
間
主
義
教
育
研
究
会
　
幹
事
長
代
行

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

所
属
学
会
　
　  

法
文
化
学
会
、
法
制
史
学
会
、
北
東
ア
ジ
ア
学
会
、
社
会
主
義
理
論
学
会
、
基
礎
経

済
科
学
研
究
所

専
攻
領
域
　
　
比
較
法
制
史

主
要
著
作
　
　「
近
代
中
国
憲
政
と
清
水
澄
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
一
二
号
（
二
〇
一
七
年
）

　
　
　
　
　
　  「
近
代
中
国
の
法
制
整
備
と
岡
田
朝
太
郎
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
一
四
号
（
二

〇
一
七
年
）

　
　
　
　
　
　  「
近
代
中
国
の
憲
法
制
定
と
明
治
憲
法
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
二
二
号
（
二
〇

一
九
年
）


